
(57)【要約】

【課題】　ダム等の高落差で、かつ、上流側の水位が変

動するような横断工作物の魚道の出口に接続して使用す

ることができ、河川を遡上した魚類等を横断工作物の下

流側に滞留させることなく上流側に確実に誘導する魚道

出口装置の提供。

【解決手段】　魚道出口装置は、水路形成部１０と、水

路形成部１０内の水路を横断して設けられ、水路形成部

１０の水路の上流側からの流水を越流させて、その長さ

方向略全体にわたって下流側へ落下する剥離流を形成す

る越流壁５０と、水路形成部１０において、越流壁５０

の下流側で、かつ、越流壁５０の近傍位置に設けられ、

水路形成部１０を遡上した魚類等を内部に落下自在な落

とし口６０と、落とし口６０と河川の横断工作物よりも

上流側とを連通し、落とし口６０に落下した魚類等を河

川の横断工作物よりも上流側まで誘導する誘導管７１と

を備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 魚 道 の 出 口 付 近 に 設 け ら れ る 魚 道 出 口 装 置 で あ っ て 、
　 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 か ら の 流 水 を 流 下 さ せ る た め の 水 路 を 形 成 す る 水 路 形 成
部 と 、
　 前 記 水 路 形 成 部 内 の 水 路 を 横 断 し て 設 け ら れ 、 前 記 水 路 形 成 部 の 水 路 の 上 流 側 か ら の 流
水 を 越 流 さ せ て 、 そ の 長 さ 方 向 略 全 体 に わ た っ て 下 流 側 へ 落 下 す る 剥 離 流 を 形 成 す る 越 流
壁 と 、
　 前 記 水 路 形 成 部 に お い て 、 前 記 越 流 壁 の 下 流 側 で 、 か つ 、 前 記 越 流 壁 の 近 傍 位 置 に 設 け
ら れ 、 前 記 水 路 形 成 部 を 遡 上 し た 魚 類 等 を 内 部 に 落 下 自 在 な 落 と し 口 と 、
　 前 記 落 と し 口 と 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 と を 連 通 し 、 前 記 落 と し 口 に 落 下 し
た 魚 類 等 を 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 ま で 誘 導 す る 誘 導 流 路 と を 備 え 、
　 前 記 水 路 形 成 部 を 遡 上 し て 前 記 越 流 壁 付 近 に 到 達 し た 魚 類 等 を 、 前 記 越 流 壁 か ら の 剥 離
流 に よ り 遡 上 阻 止 す る と 共 に 、 前 記 越 流 壁 に 沿 っ て 前 記 落 と し 口 ま で 誘 導 す る よ う 、 前 記
越 流 壁 を 構 成 し た
こ と を 特 徴 と す る 魚 道 出 口 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 魚 道 の 出 口 付 近 に 設 け ら れ る 魚 道 出 口 装 置 で あ っ て 、
　 河 川 の 上 流 側 に 配 置 さ れ る 貯 水 槽 状 の 上 流 部 と 、 前 記 上 流 部 に 連 続 す る よ う 河 川 の 下 流
側 に 配 置 さ れ 、 流 向 に 沿 っ て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 路 か ら な る 下 流 部 と を 有 し 、 河 川 の 横 断
工 作 物 よ り も 上 流 側 か ら の 流 水 を 流 下 さ せ る た め の 水 路 を 形 成 す る 水 路 形 成 部 と 、
　 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 の 水 を 前 記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 に 揚 水 す る 揚 水 手 段
と 、
　 前 記 水 路 形 成 部 内 の 水 路 を 横 断 す る よ う 、 前 記 水 路 の 上 流 部 及 び 下 流 部 間 に 配 置 さ れ 、
前 記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 か ら の 流 水 を 越 流 さ せ て 、 そ の 長 さ 方 向 略 全 体 に わ た っ て 前 記 水
路 形 成 部 の 下 流 部 へ と 落 下 す る 剥 離 流 を 形 成 す る 越 流 壁 と 、
　 前 記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 か ら の 水 が 前 記 越 流 壁 を 所 定 の 越 流 水 深 で 越 流 す る よ う 、 前 記
水 路 形 成 部 の 上 流 部 内 の 水 位 を 一 定 に 調 節 す る 水 位 調 節 手 段 と 、
　 前 記 水 路 形 成 部 の 下 流 部 に お い て 前 記 越 流 壁 の 長 さ 方 向 端 部 付 近 に 設 け ら れ 、 前 記 水 路
形 成 部 の 下 流 部 を 遡 上 し た 魚 類 等 を 、 前 記 越 流 壁 を 越 流 す る 水 流 に よ り 内 部 に 落 下 さ せ る
落 と し 口 と 、
　 前 記 落 と し 口 と 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 と を 連 結 し 、 前 記 落 と し 口 に 落 下 し
た 魚 類 等 を 、 前 記 落 と し 口 に 流 入 す る 水 流 に よ り 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 ま で
誘 導 す る 誘 導 流 路 と を 備 え 、
　 前 記 水 路 形 成 部 の 下 流 部 を 遡 上 し て 前 記 越 流 壁 付 近 に 到 達 し た 魚 類 等 を 、 前 記 越 流 壁 か
ら の 剥 離 流 に よ り 遡 上 阻 止 す る と 共 に 、 前 記 越 流 壁 に 沿 っ て 前 記 落 と し 口 ま で 誘 導 す る よ
う 、 前 記 越 流 壁 を 構 成 し た
こ と を 特 徴 と す る 魚 道 出 口 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 越 流 壁 は 、 前 記 水 路 形 成 部 の 水 路 の 幅 方 向 に 対 し て 傾 斜 角 約 ５ 度 ～ １ ０ 度 の 範 囲 で
傾 斜 す る よ う 前 記 水 路 形 成 部 の 水 路 内 に 横 断 配 置 さ れ る と 共 に 、 前 記 落 と し 口 は 、 前 記 越
流 壁 の 上 流 端 付 近 に 配 置 さ れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 水 路 形 成 部 の 水 路 を 遡 上 し て 前 記 越 流 壁
付 近 に 到 達 し た 魚 類 等 を 、 前 記 越 流 壁 か ら の 剥 離 流 に よ り 遡 上 阻 止 す る と 共 に 、 前 記 越 流
壁 に 沿 っ て 前 記 落 と し 口 ま で 誘 導 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載
の 魚 道 出 口 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 落 と し 口 は 、 前 記 誘 導 流 路 に 落 下 し た 魚 類 等 が 前 記 落 と し 口 か ら 前 記 水 路 形 成 部 の
水 路 に 戻 る こ と を 防 止 す る 返 し 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １
項 記 載 の 魚 道 出 口 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
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　 前 記 誘 導 流 路 は 、 略 円 筒 状 の 誘 導 管 か ら な り 、 そ の 一 端 が 前 記 落 と し 口 に 連 結 さ れ る と
共 に 、 他 端 が 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 の 水 中 に 配 置 さ れ 、 前 記 落 と し 口 を 介 し
て 前 記 一 端 か ら 流 入 し た 水 流 が 前 記 他 端 へ と 流 下 し て 、 前 記 魚 類 等 を 強 制 的 に 前 記 河 川 の
横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 の 水 中 に 誘 導 す る よ う に し 、
　 前 記 落 と し 口 は 、 略 錐 台 筒 状 を な し 、 そ の 縮 径 す る 側 の 端 部 を 前 記 誘 導 流 路 の 一 端 の 開
口 内 に 所 定 長 突 出 す る よ う 挿 着 し て 前 記 誘 導 流 路 の 一 端 に 連 結 さ れ る と 共 に 、 前 記 誘 導 流
路 の 一 端 の 開 口 か ら 内 部 に 所 定 長 突 出 す る よ う 挿 着 さ れ た 前 記 縮 径 す る 側 の 端 部 に よ り 、
前 記 返 し 部 を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 魚 道 出 口 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 水 位 調 節 手 段 は 、 前 記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 内 に 立 設 さ れ 、 上 端 の 開 口 を 前 記 水 路 形
成 部 の 上 流 部 内 に 配 置 す る と 共 に 、 下 端 の 開 口 を 前 記 水 路 形 成 部 の 外 部 に 露 出 す る 流 量 調
節 排 水 管 を 有 し 、
　 前 記 流 量 調 節 排 水 管 は 、 前 記 上 端 の 開 口 の 高 さ 位 置 を 上 下 に 調 節 す る 高 さ 調 節 手 段 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 魚 道 出 口 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 流 量 調 節 排 水 管 は 、
　 前 記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 の 底 面 か ら 上 方 に 延 び る 円 筒 状 を な す と 共 に 、 そ の 上 端 か ら 所
定 長 さ 範 囲 に わ た る 外 周 面 に 雄 螺 子 を 螺 刻 し た 雄 筒 部 と 、
　 前 記 本 体 部 の 外 周 面 の 雄 螺 子 に 螺 合 す る 雌 螺 子 を 内 周 面 に 形 成 し 、 前 記 本 体 部 の 外 周 面
の 雄 螺 子 部 分 の 上 側 に 螺 合 し て 装 着 さ れ る 上 側 雌 筒 部 と 、
　 前 記 本 体 部 の 外 周 面 の 雄 螺 子 に 螺 合 す る 雌 螺 子 を 内 周 面 に 形 成 し 、 前 記 本 体 部 の 外 周 面
の 雄 螺 子 部 分 の 下 側 に 螺 合 し て 装 着 さ れ る 下 側 雌 筒 部 と を 有 し 、
　 前 記 流 量 調 節 排 水 管 の 上 側 雌 筒 部 は 、 前 記 流 量 調 節 排 水 管 の 高 さ 調 節 手 段 を 構 成 し 、 前
記 雄 筒 部 に 対 す る 螺 合 量 を 調 節 し て 、 前 記 雄 筒 部 の 上 端 か ら の 突 出 高 さ を 調 節 す る こ と に
よ り 、 前 記 流 量 調 節 排 水 管 の 上 端 の 開 口 の 高 さ 位 置 を 上 下 に 調 節 自 在 で あ り 、
　 前 記 流 量 調 節 排 水 管 の 下 側 雌 筒 部 は 、 前 記 雄 筒 部 に 対 す る 螺 合 量 を 調 節 し て 、 そ の 上 端
を 前 記 雄 筒 部 の 所 定 高 さ 位 置 に 調 節 固 定 し た 前 記 上 側 雌 筒 部 の 下 端 に 当 接 さ せ る こ と に よ
り 、 前 記 上 側 雌 筒 部 を 所 定 高 さ 位 置 に 位 置 決 め 保 持 す る 位 置 決 め 保 持 手 段 を 構 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 魚 道 出 口 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 更 に 、 前 記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 上 流 部 か ら 前 記 越 流 壁 に 向 か う 水 流 を
整 流 す る 整 流 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 、 ６ 及 び ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の 魚
道 出 口 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 越 流 壁 は 、 前 記 落 と し 口 に 対 応 す る 部 分 を 切 欠 い て 切 欠 き 部 と し 、 前 記 切 欠 き 部 の
高 さ を 前 記 切 欠 き 部 以 外 の 部 分 よ り 低 く 設 定 し 、 前 記 切 欠 き 部 か ら の 越 流 量 が 前 記 切 欠 き
部 以 外 の 部 分 か ら の 越 流 量 よ り 多 く な る よ う に す る と 共 に 、 前 記 切 欠 き 部 か ら の 越 流 が 前
記 落 と し 口 及 び 落 と し 口 の 近 傍 部 分 に 落 下 す る に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の
い ず れ か １ 項 記 載 の 魚 道 出 口 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 水 路 形 成 部 の 下 流 部 は 、 底 壁 と 、 前 記 底 壁 の 幅 方 向 両 側 に 立 設 し た 一 対 の 側 壁 と を
有 し 、 前 記 下 流 部 の 底 壁 は 、 流 向 に 沿 っ て 下 方 に 傾 斜 す る と 共 に 、 前 記 落 と し 口 に 向 か っ
て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 路 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 、 ６ 、 ７ 及 び ８ の い ず れ か １
項 記 載 の 魚 道 出 口 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 魚 道 の 出 口 付 近 に 配 置 さ れ る 魚 道 出 口 装 置 に 関 し 、 特 に 、 河 川 を 遡 上 し た 魚
類 等 を 横 断 工 作 物 の 下 流 側 に 滞 留 さ せ る こ と な く 上 流 側 に 確 実 に 誘 導 可 能 な 魚 道 出 口 装 置
に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 河 川 に 堰 、 頭 首 工 、 ダ ム 等 の 河 川 構 造 物 と し て の 横 断 工 作 物 （ 堰 堤 ） を 設 置 す る
と 、 そ の 横 断 工 作 物 部 分 で 河 川 が 分 断 さ れ て 魚 類 や 甲 殻 類 等 の 水 生 生 物 の 往 来 経 路 が 遮 断
さ れ 、 特 に 、 時 期 に 応 じ て 河 川 を 上 り 下 り （ 遡 上 及 び 降 下 ） す る 回 遊 魚 （ 鮭 、 鱒 、 鰻 、 鮎
等 ） の 遡 上 及 び 降 下 に 影 響 が あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 よ っ て 、 河 川 の 横 断 工 作 物 部 分 に
は 魚 道 が 古 く か ら 設 置 さ れ 、 魚 道 に よ り 横 断 工 作 物 を 挟 ん で 河 川 の 下 流 側 と 上 流 側 と を 連
結 し て 、 魚 類 等 が 横 断 工 作 物 を 越 え て 移 動 す る た め の 水 路 を 確 保 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 既 設 の 魚 道 は 、 治 水 ・ 利 水 の た め に 造 ら れ る 河 川 横 断 工 作 物 に 付 加 的 に 設 置 さ れ た も の
が ほ と ん ど で あ り 、 設 計 対 象 は 特 定 の 水 産 重 要 魚 種 に 限 ら れ て い る こ と が 多 い 。 し か し 、
近 年 、 河 川 環 境 の 多 様 性 と そ の 保 全 が 社 会 的 に 重 要 視 さ れ て き て お り 、 多 魚 種 に 対 応 し た
新 し い タ イ プ の 魚 道 が 考 案 さ れ る よ う に な っ た 。 こ の よ う な 背 景 か ら 、 河 川 構 造 物 へ の 魚
道 設 置 が 更 に 精 力 的 に 進 め ら れ て い る が 、 水 位 変 動 の 激 し い ダ ム 等 に つ い て は 設 計 条 件 が
厳 し く な り 、 施 行 例 が 少 な い の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 一 般 的 に 、 魚 道 の 種 類 と し て 、 プ ー ル タ イ プ 魚 道 、 水 路 タ イ プ 魚 道 、 阻 流 板 式
魚 道 、 水 位 追 随 型 魚 道 、 ロ ッ ク 式 魚 道 、 エ レ ベ ー タ 式 魚 道 、 簡 易 魚 道 、 そ の 他 の 魚 道 が あ
る 。 こ れ ら は 、 河 川 を 遡 上 ま た は 降 下 す る 魚 種 、 横 断 工 作 物 上 流 側 の 水 位 、 河 川 流 速 等 の
諸 条 件 に 応 じ て 適 宜 選 択 さ れ 、 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の 中 で も 、 落 差 が 大 き く 、 か つ 、 貯 水 位 差 の 変 動 の 大 き い ダ ム （ ハ イ ダ ム ） 用 の 魚 道
の 場 合 、 そ の 高 落 差 に 対 応 す る た め に 魚 道 の 延 長 が 必 要 と な っ た り 、 魚 道 の 上 流 端 を ダ ム
の 水 位 変 動 に 追 随 さ せ た り す る 必 要 が あ り 、 従 来 、 階 段 式 魚 道 、 ア イ ス ハ ー バ ー 型 魚 道 、
ト ラ ッ ク 型 魚 道 、 ス パ イ ラ ル 型 （ 螺 旋 型 ） 魚 道 等 が 使 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の 魚 道 で は 、
ダ ム の 満 水 面 ま で 魚 類 や 甲 殻 類 等 を 遡 上 さ せ 、 そ の 先 は 、 水 位 の 安 定 し た 湛 水 尻 付 近 ま で
水 路 を 延 長 さ せ て 、 魚 類 等 を 誘 導 し て い る 。 な お 、 こ の よ う な 構 造 の 魚 道 （ 魚 道 出 口 ） に
関 す る 文 献 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 技 術 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 ３ ２ ４ ６ ８ ０ ８
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 技 術 で は 、 ダ ム ま た は 堰 等 の 河 川 構 造 物 に 設 け ら れ た 魚 道 に お い て
、 河 川 構 造 物 上 流 の 水 位 変 動 に 応 じ て 魚 の 遡 上 あ る い は 降 下 位 置 を 変 更 出 来 る よ う に し た
水 位 変 動 対 応 魚 道 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 水 位 変 動 対 応 魚 道 は 、 前 記 河 川 構 造 物 の 堤 壁 面
に 取 水 レ ベ ル が 高 さ 方 向 に 連 続 す る よ う に 段 差 を お い て 複 数 設 け ら れ 該 堤 壁 を 貫 通 す る 放
流 口 と 、 こ れ ら 放 流 口 の 各 々 の 上 流 側 に 設 け ら れ 該 放 流 口 を 開 閉 自 在 な ゲ ー ト と 、 前 記 複
数 の 放 流 口 の 下 流 側 に そ れ ぞ れ 対 応 し て 設 け ら れ 相 互 に 階 段 状 に 連 接 さ れ る 複 数 の 貯 水 槽
を 備 え か つ 前 記 堤 壁 面 に 沿 っ て 平 面 視 で 直 線 状 に 延 び る 取 水 路 と 、 該 取 水 路 の 最 下 段 に 上
端 を 連 通 し 下 端 を 前 記 河 川 の 下 流 に 解 放 さ せ た 中 継 水 路 と 、 前 記 取 水 路 の 側 部 に そ の 傾 斜
に 沿 っ て 配 置 さ れ 該 取 水 路 の 余 水 を 受 け て 前 記 中 継 水 路 に 下 端 が 接 続 さ れ る 樋 と を 有 す る
。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 技 術 は 、 水 位 変 動 に 対 応 す る た め 複 数 の 魚 道 出 口 （
放 流 口 ） を 設 置 し な け れ ば な ら ず 、 そ の 構 造 は 大 掛 か り な も の と な り 、 管 理 も 煩 雑 に な る
。 ま た 、 水 位 変 動 に 対 応 す る た め の 放 流 口 部 分 が 狭 く 、 遡 上 魚 が 遡 上 路 を 見 つ け る こ と は
容 易 で は な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 更 に 、 魚 道 の 流 量 調 節 の た め に 余 水 吐 け と し て の 樋 を 設 置 し 、 樋 下 端 を 中 継 水 路 側 に 接
続 さ せ る こ と に よ り 取 水 路 か ら オ ー バ フ ロ ー し た 水 を 中 継 水 路 側 に バ イ パ ス さ せ る 構 造 は
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、 余 水 吐 け 水 路 の 流 速 が 速 い と 中 継 水 路 接 続 部 の 流 れ を 乱 す 恐 れ が あ り 、 ま た 、 そ の 流 速
が 遅 い と 遡 上 し て き た 魚 類 が 余 水 吐 け 水 路 へ 迷 い 込 む 可 能 性 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 ダ ム 等 の 高 落 差 で 、 か つ 、 上 流 側 の 水 位 が 変 動 す る よ う な 横 断 工 作
物 の 魚 道 の 出 口 に 接 続 し て 使 用 す る こ と が で き 、 河 川 を 遡 上 し た 魚 類 等 を 横 断 工 作 物 の 下
流 側 に 滞 留 さ せ る こ と な く 上 流 側 に 確 実 に 誘 導 す る こ と が で き る と 共 に 、 構 造 が 単 純 で 製
造 及 び 設 置 等 の た め の 経 済 的 負 担 を 少 な く す る こ と が で き 、 更 に 、 増 水 等 に よ り 魚 道 が 破
損 し た り プ ー ル 部 に 堆 砂 等 の 滞 留 物 が 堆 積 し た り す る こ と が な く 、 そ の 管 理 も 容 易 と な る
魚 道 出 口 装 置 の 提 供 を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 魚 道 の 出 口 付 近 に 設 け ら れ る 魚 道 出 口 装 置 で あ っ て 、
河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 か ら の 流 水 を 流 下 さ せ る た め の 水 路 を 形 成 す る 水 路 形 成 部
と 、 前 記 水 路 形 成 部 内 の 水 路 を 横 断 し て 設 け ら れ 、 前 記 水 路 形 成 部 の 水 路 の 上 流 側 か ら の
流 水 を 越 流 さ せ て 、 そ の 長 さ 方 向 略 全 体 に わ た っ て 下 流 側 へ 落 下 す る 剥 離 流 を 形 成 す る 越
流 壁 と 、 前 記 水 路 形 成 部 に お い て 、 前 記 越 流 壁 の 下 流 側 で 、 か つ 、 前 記 越 流 壁 の 近 傍 位 置
に 設 け ら れ 、 前 記 水 路 形 成 部 を 遡 上 し た 魚 類 等 を 内 部 に 落 下 自 在 な 落 と し 口 と 、 前 記 落 と
し 口 と 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 と を 連 通 し 、 前 記 落 と し 口 に 落 下 し た 魚 類 等 を
前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 ま で 誘 導 す る 誘 導 流 路 と を 備 え 、 前 記 水 路 形 成 部 を 遡
上 し て 前 記 越 流 壁 付 近 に 到 達 し た 魚 類 等 を 、 前 記 越 流 壁 か ら の 剥 離 流 に よ り 遡 上 阻 止 す る
と 共 に 、 前 記 越 流 壁 に 沿 っ て 前 記 落 と し 口 ま で 誘 導 す る よ う 、 前 記 越 流 壁 を 構 成 し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 魚 道 の 出 口 付 近 に 設 け ら れ る 魚 道 出 口 装 置 で あ っ て 、
河 川 の 上 流 側 に 配 置 さ れ る 貯 水 槽 状 の 上 流 部 と 、 前 記 上 流 部 に 連 続 す る よ う 河 川 の 下 流 側
に 配 置 さ れ 、 流 向 に 沿 っ て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 路 か ら な る 下 流 部 と を 有 し 、 河 川 の 横 断 工
作 物 よ り も 上 流 側 か ら の 流 水 を 流 下 さ せ る た め の 水 路 を 形 成 す る 水 路 形 成 部 と 、 前 記 河 川
の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 の 水 を 前 記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 に 揚 水 す る 揚 水 手 段 と 、 前 記 水
路 形 成 部 内 の 水 路 を 横 断 す る よ う 、 前 記 水 路 の 上 流 部 及 び 下 流 部 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 水 路
形 成 部 の 上 流 部 か ら の 流 水 を 越 流 さ せ て 、 そ の 長 さ 方 向 略 全 体 に わ た っ て 前 記 水 路 形 成 部
の 下 流 部 へ と 落 下 す る 剥 離 流 を 形 成 す る 越 流 壁 と 、 前 記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 か ら の 水 が 前
記 越 流 壁 を 所 定 の 越 流 水 深 で 越 流 す る よ う 、 前 記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 内 の 水 位 を 一 定 に 調
節 す る 水 位 調 節 手 段 と 、 前 記 水 路 形 成 部 の 下 流 部 に お い て 前 記 越 流 壁 の 長 さ 方 向 端 部 付 近
に 設 け ら れ 、 前 記 水 路 形 成 部 の 下 流 部 を 遡 上 し た 魚 類 等 を 、 前 記 越 流 壁 を 越 流 す る 水 流 に
よ り 内 部 に 落 下 さ せ る 落 と し 口 と 、 前 記 落 と し 口 と 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 と
を 連 結 し 、 前 記 落 と し 口 に 落 下 し た 魚 類 等 を 、 前 記 落 と し 口 に 流 入 す る 水 流 に よ り 前 記 河
川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 ま で 誘 導 す る 誘 導 流 路 と を 備 え 、 前 記 水 路 形 成 部 の 下 流 部 を
遡 上 し て 前 記 越 流 壁 付 近 に 到 達 し た 魚 類 等 を 、 前 記 越 流 壁 か ら の 剥 離 流 に よ り 遡 上 阻 止 す
る と 共 に 、 前 記 越 流 壁 に 沿 っ て 前 記 落 と し 口 ま で 誘 導 す る よ う 、 前 記 越 流 壁 を 構 成 し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ の 構 成 に お い て 、 前 記 越 流 壁 が 、 前
記 水 路 形 成 部 の 水 路 の 幅 方 向 に 対 し て 傾 斜 角 約 ５ 度 ～ １ ０ 度 の 範 囲 で 傾 斜 す る よ う 前 記 水
路 形 成 部 の 水 路 内 に 横 断 配 置 さ れ る と 共 に 、 前 記 落 と し 口 は 、 前 記 越 流 壁 の 上 流 端 付 近 に
配 置 さ れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 水 路 形 成 部 の 水 路 を 遡 上 し て 前 記 越 流 壁 付 近 に 到 達 し た 魚 類
等 を 、 前 記 越 流 壁 か ら の 剥 離 流 に よ り 遡 上 阻 止 す る と 共 に 、 前 記 越 流 壁 に 沿 っ て 前 記 落 と
し 口 ま で 誘 導 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か の 構 成 に お い て 、 前 記 落 と
し 口 が 、 前 記 誘 導 流 路 に 落 下 し た 魚 類 等 が 前 記 落 と し 口 か ら 前 記 水 路 形 成 部 の 水 路 に 戻 る
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こ と を 防 止 す る 返 し 部 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 請 求 項 ２ の 構 成 に お い て 、 前 記 誘 導 流 路 が 、 略 円 筒 状
の 誘 導 管 か ら な り 、 そ の 一 端 が 前 記 落 と し 口 に 連 結 さ れ る と 共 に 、 他 端 が 前 記 河 川 の 横 断
工 作 物 よ り も 上 流 側 の 水 中 に 配 置 さ れ 、 前 記 落 と し 口 を 介 し て 前 記 一 端 か ら 流 入 し た 水 流
が 前 記 他 端 へ と 流 下 し て 、 前 記 魚 類 等 を 強 制 的 に 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 の 水
中 に 誘 導 す る よ う に し 、 前 記 落 と し 口 は 、 略 錐 台 筒 状 を な し 、 そ の 縮 径 す る 側 の 端 部 を 前
記 誘 導 流 路 の 一 端 の 開 口 内 に 所 定 長 突 出 す る よ う 挿 着 し て 前 記 誘 導 流 路 の 一 端 に 連 結 さ れ
る と 共 に 、 前 記 誘 導 流 路 の 一 端 の 開 口 か ら 内 部 に 所 定 長 突 出 す る よ う 挿 着 さ れ た 前 記 縮 径
す る 側 の 端 部 に よ り 、 前 記 返 し 部 を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 請 求 項 ２ の 構 成 に お い て 、 前 記 水 位 調 節 手 段 が 、 前 記
水 路 形 成 部 の 上 流 部 内 に 立 設 さ れ 、 上 端 の 開 口 を 前 記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 内 に 配 置 す る と
共 に 、 下 端 の 開 口 を 前 記 水 路 形 成 部 の 外 部 に 露 出 す る 流 量 調 節 排 水 管 を 有 し 、 前 記 流 量 調
節 排 水 管 は 、 前 記 上 端 の 開 口 の 高 さ 位 置 を 上 下 に 調 節 す る 高 さ 調 節 手 段 を 有 す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ７ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 請 求 項 ６ の 構 成 に お い て 、 前 記 流 量 調 節 排 水 管 が 、 前
記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 の 底 面 か ら 上 方 に 延 び る 円 筒 状 を な す と 共 に 、 そ の 上 端 か ら 所 定 長
さ 範 囲 に わ た る 外 周 面 に 雄 螺 子 を 螺 刻 し た 雄 筒 部 と 、 前 記 本 体 部 の 外 周 面 の 雄 螺 子 に 螺 合
す る 雌 螺 子 を 内 周 面 に 形 成 し 、 前 記 本 体 部 の 外 周 面 の 雄 螺 子 部 分 の 上 側 に 螺 合 し て 装 着 さ
れ る 上 側 雌 筒 部 と 、 前 記 本 体 部 の 外 周 面 の 雄 螺 子 に 螺 合 す る 雌 螺 子 を 内 周 面 に 形 成 し 、 前
記 本 体 部 の 外 周 面 の 雄 螺 子 部 分 の 下 側 に 螺 合 し て 装 着 さ れ る 下 側 雌 筒 部 と を 有 し 、 前 記 流
量 調 節 排 水 管 の 上 側 雌 筒 部 は 、 前 記 流 量 調 節 排 水 管 の 高 さ 調 節 手 段 を 構 成 し 、 前 記 雄 筒 部
に 対 す る 螺 合 量 を 調 節 し て 、 前 記 雄 筒 部 の 上 端 か ら の 突 出 高 さ を 調 節 す る こ と に よ り 、 前
記 流 量 調 節 排 水 管 の 上 端 の 開 口 の 高 さ 位 置 を 上 下 に 調 節 自 在 で あ り 、 前 記 流 量 調 節 排 水 管
の 下 側 雌 筒 部 は 、 前 記 雄 筒 部 に 対 す る 螺 合 量 を 調 節 し て 、 そ の 上 端 を 前 記 雄 筒 部 の 所 定 高
さ 位 置 に 調 節 固 定 し た 前 記 上 側 雌 筒 部 の 下 端 に 当 接 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 上 側 雌 筒 部 を
所 定 高 さ 位 置 に 位 置 決 め 保 持 す る 位 置 決 め 保 持 手 段 を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ８ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か の 構 成 に お い て 、 更 に 、 前
記 水 路 形 成 部 の 上 流 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 上 流 部 か ら 前 記 越 流 壁 に 向 か う 水 流 を 整 流 す る 整
流 手 段 を 備 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ９ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 請 求 項 ２ 、 ６ 及 び ７ の い ず れ か の 構 成 に お い て 、 前 記
越 流 壁 が 、 前 記 落 と し 口 に 対 応 す る 部 分 を 切 欠 い て 切 欠 き 部 と し 、 前 記 切 欠 き 部 の 高 さ を
前 記 切 欠 き 部 以 外 の 部 分 よ り 低 く 設 定 し 、 前 記 切 欠 き 部 か ら の 越 流 量 が 前 記 切 欠 き 部 以 外
の 部 分 か ら の 越 流 量 よ り 多 く な る よ う に す る と 共 に 、 前 記 切 欠 き 部 か ら の 越 流 が 前 記 落 と
し 口 及 び 落 と し 口 の 近 傍 部 分 に 落 下 す る に し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 １ ０ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 請 求 項 ２ 、 ６ 、 ７ 及 び ８ の い ず れ か の 構 成 に お い て
、 前 記 水 路 形 成 部 の 下 流 部 が 、 底 壁 と 、 前 記 底 壁 の 幅 方 向 両 側 に 立 設 し た 一 対 の 側 壁 と を
有 し 、 前 記 下 流 部 の 底 壁 は 、 流 向 に 沿 っ て 下 方 に 傾 斜 す る と 共 に 、 前 記 落 と し 口 に 向 か っ
て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 路 か ら な る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う に 構 成 し た た め 、 階 段 式 魚 道 等 の 魚 道 の 出
口 に 連 結 し て 設 置 し 、 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 の 水 を 水 路 形 成 部 の 水 路 に 流 下
さ せ る と 、 水 路 を 流 下 す る 水 流 は 越 流 壁 を 越 流 す る と き に 剥 離 流 と な り 、 水 路 に お け る 越
流 壁 の 下 流 側 直 近 位 置 に 落 下 す る 。 し た が っ て 、 魚 道 か ら 水 路 形 成 部 を 遡 上 し て 来 た 魚 類
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や 甲 殻 類 等 （ 本 書 類 中 に お い て 魚 類 等 と い う ） は 、 越 流 壁 に よ っ て 発 生 し た 越 流 （ 剥 離 流
） に よ り 遡 上 を 阻 ま れ る 。 す る と 、 遡 上 を 阻 ま れ た 魚 類 等 は 、 遡 上 路 を 探 し て 越 流 壁 に 沿
っ て 遊 泳 し 、 最 終 的 に 落 と し 口 に 落 下 す る 。 そ し て 、 落 と し 口 に 落 下 し た 魚 類 等 は 、 誘 導
流 路 に よ り 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 ま で 誘 導 さ れ る 。 し た が っ て 、 魚 道 の 出 口 付 近
に 魚 類 等 が 滞 留 す る こ と が な く 、 魚 類 等 を 確 実 に 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 に 誘 導 す
る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 構 造 が 簡 単 等 の 優 れ た 効 果 を 発 揮 す る 。 そ の 結 果 、 請 求 項 １
の 魚 道 出 口 装 置 は 、 ダ ム 等 の 高 落 差 で 、 か つ 、 上 流 側 の 水 位 が 変 動 す る よ う な 横 断 工 作 物
の 魚 道 の 出 口 に 接 続 し て 好 適 に 適 用 す る こ と が で き 、 河 川 を 遡 上 し た 魚 類 等 を 横 断 工 作 物
の 下 流 側 に 滞 留 さ せ る こ と な く 上 流 側 に 確 実 に 誘 導 す る こ と が で き る 。 ま た 、 請 求 項 １ の
魚 道 出 口 装 置 は 、 構 造 が 単 純 で あ る た め 、 製 造 及 び 設 置 等 の た め の 経 済 的 負 担 を 少 な く す
る こ と が で き る と 共 に 、 増 水 等 に よ り 魚 道 が 破 損 し た り プ ー ル に 堆 砂 等 の 滞 留 物 が 堆 積 し
た り す る こ と が な く 、 そ の 管 理 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う に 構 成 し た た め 、 階 段 式 魚 道 等 の 魚 道 の 出
口 に 連 結 し て 設 置 し 、 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 の 水 を 水 路 形 成 部 の 水 路 の 上 流
部 か ら 下 流 部 へ と 流 下 さ せ る と 、 上 流 部 か ら 下 流 部 へ と 流 下 す る 水 流 は 越 流 壁 を 越 流 す る
と き に 剥 離 流 と な り 、 下 流 部 に お け る 越 流 壁 の 直 近 位 置 に 落 下 す る 。 し た が っ て 、 魚 道 か
ら 水 路 形 成 部 の 下 流 部 を 遡 上 し て 来 た 魚 類 等 は 、 越 流 壁 に よ っ て 発 生 し た 剥 離 流 に よ り 遡
上 を 阻 ま れ る 。 す る と 、 遡 上 を 阻 ま れ た 魚 類 等 は 、 遡 上 路 を 探 し て 越 流 壁 に 沿 っ て 遊 泳 し
、 最 終 的 に 落 と し 口 に 落 下 す る 。 そ し て 、 落 と し 口 に 落 下 し た 魚 類 等 は 、 誘 導 流 路 に よ り
河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 ま で 誘 導 さ れ る 。 し た が っ て 、 魚 道 の 出 口 付 近 に 魚 類 等 が
滞 留 す る こ と が な く 、 魚 類 等 を 確 実 に 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 に 誘 導 す る こ と が 可
能 で あ り 、 か つ 、 構 造 が 簡 単 等 の 優 れ た 効 果 を 発 揮 す る 。 そ の 結 果 、 請 求 項 １ の 魚 道 出 口
装 置 は 、 ダ ム 等 の 高 落 差 で 、 か つ 、 上 流 側 の 水 位 が 変 動 す る よ う な 横 断 工 作 物 の 魚 道 の 出
口 に 接 続 し て 好 適 に 適 用 す る こ と が で き 、 河 川 を 遡 上 し た 魚 類 等 を 横 断 工 作 物 の 下 流 側 に
滞 留 さ せ る こ と な く 上 流 側 に 確 実 に 誘 導 す る こ と が で き る 。 ま た 、 請 求 項 １ の 魚 道 出 口 装
置 は 、 構 造 が 単 純 で あ る た め 、 製 造 及 び 設 置 等 の た め の 経 済 的 負 担 を 少 な く す る こ と が で
き る と 共 に 、 増 水 等 に よ り 魚 道 が 破 損 し た り 、 魚 道 出 口 装 置 の プ ー ル 部 と な る 下 流 部 １ ２
ま た は 魚 道 の プ ー ル 部 等 に 堆 砂 等 の 滞 留 物 が 堆 積 し た り す る こ と が な く 、 そ の 管 理 が 容 易
と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う に 構 成 し た た め 、 請 求 項 １ ま た は ２ の 作 用
及 び 効 果 に 加 え 、 越 流 壁 の 上 流 端 付 近 に 落 と し 口 が 配 置 さ れ る こ と に な る 。 し た が っ て 、
越 流 壁 に よ り 遡 上 を 阻 ま れ た 魚 類 等 は 、 そ の 走 性 （ 流 向 に 逆 ら っ て 泳 ぐ 習 性 ） に よ り 越 流
壁 に 沿 っ て 上 流 側 へ と 遊 泳 し 、 越 流 壁 の 上 流 端 付 近 に 配 置 さ れ た 落 と し 口 ま で 確 実 に 誘 導
さ れ る 。 そ の 結 果 、 魚 類 等 を 落 と し 口 ま で 一 層 効 果 的 に 誘 導 し て 集 魚 す る こ と が で き 、 効
率 よ く 誘 導 流 路 に 落 下 さ せ て 、 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り 上 流 側 ま で 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う に 構 成 し た た め 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ
か の 作 用 及 び 効 果 に 加 え 、 更 に 、 落 と し 口 に 落 込 ん だ 魚 類 等 が 再 び 魚 道 に 戻 る こ と を 返 し
部 に よ り 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う に 構 成 し た た め 、 請 求 項 ４ の 作 用 及 び 効 果
に 加 え 、 更 に 、 誘 導 流 路 及 び 落 と し 口 を 筒 状 と い う 簡 単 な 構 造 に よ り 実 現 す る こ と が で き
る と 共 に 、 落 と し 口 を 誘 導 流 路 に 挿 着 す る だ け で 、 前 記 返 し 部 の 機 能 を 発 揮 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う に 構 成 し た た め 、 請 求 項 ２ の 作 用 及 び 効 果
に 加 え 、 更 に 、 流 量 調 節 排 水 管 の 上 端 の 開 口 の 高 さ 位 置 を 高 さ 調 節 手 段 に よ り 適 宜 変 更 す
る こ と で 、 水 路 形 成 部 の 上 流 部 の 水 位 を 所 望 水 位 に 調 節 し て 維 持 し 、 越 流 部 の 越 流 水 深 乃
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至 越 流 水 量 の 調 節 及 び 水 路 形 成 部 の 水 路 内 を 流 れ る 水 の 流 量 調 節 を 簡 単 に 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ７ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う に 構 成 し た た め 、 請 求 項 ６ の 作 用 及 び 効 果
に 加 え 、 更 に 、 雄 筒 部 に 対 し て 上 側 雌 筒 部 を 時 計 回 り 方 向 ま た は 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す
る だ け で 、 上 側 雌 筒 部 の 上 端 の 高 さ 位 置 を 簡 単 に 増 減 変 更 す る こ と が で き 、 水 路 形 成 部 の
水 路 内 を 流 れ る 水 の 流 量 調 節 等 を 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 ま た 、 雄 筒 部 に 対 し て
上 側 雌 筒 部 の 高 さ 位 置 を 調 節 し た 後 、 下 側 雌 筒 部 を 時 計 回 り 方 向 ま た は 反 時 計 回 り 方 向 に
回 転 し て 、 そ の 上 端 を 上 側 雌 筒 部 の 下 端 に 当 接 さ せ る こ と に よ り 、 上 側 雌 筒 部 を 調 節 高 さ
位 置 に 固 定 し て 位 置 ず れ を 防 止 す る こ と が で き 、 水 路 形 成 部 の 水 路 内 を 流 れ る 水 量 等 を 一
定 量 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ８ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う に 構 成 し た た め 、 請 求 項 ２ 、 ６ 及 び ７ の い
ず れ か の 作 用 及 び 効 果 に 加 え 、 更 に 、 揚 水 手 段 に よ り 水 路 形 成 部 の 上 流 部 に 揚 水 し た と き
に 発 生 す る 可 能 性 の あ る 乱 流 を 整 流 手 段 が 整 流 す る 。 よ っ て 、 水 路 形 成 部 の 上 流 部 か ら 越
流 壁 へ と 向 か う 水 流 を 整 流 手 段 に よ り 整 流 し た 状 態 で 供 給 す る こ と が で き 、 越 流 壁 か ら 落
下 す る 越 流 （ 剥 離 流 ） の 流 れ を 円 滑 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ９ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う に 構 成 し た た め 、 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ
か の 作 用 及 び 効 果 に 加 え 、 更 に 、 越 流 壁 の 切 欠 き 部 か ら の 越 流 量 （ 越 流 水 深 ） が 、 他 の 部
分 の 越 流 量 （ 越 流 水 深 ） よ り 大 き く な り 、 切 欠 き 部 か ら よ り 多 量 の 剥 離 流 が 落 と し 口 及 び
落 と し 口 の 近 傍 部 分 に 落 下 す る 。 一 方 、 越 流 壁 に 沿 っ て 落 と し 口 方 向 に 誘 導 さ れ た 魚 類 等
は 、 前 記 切 欠 き 部 か ら の 多 量 の 越 流 に よ る 速 い 流 れ に 遭 遇 し 、 こ の 速 い 流 れ に 向 か っ て 自
ら の 突 進 力 に よ り 前 進 及 び 遡 上 し よ う と す る が 、 前 記 切 欠 き 部 か ら の 多 量 の 越 流 に よ る 急
流 速 に 耐 え 切 れ ず に 落 と し 口 に 落 込 む 。 そ の 結 果 、 切 欠 き 部 か ら の 急 流 に よ り 魚 類 等 を 落
と し 口 へ と 確 実 に 落 と し 込 ま せ 、 誘 導 管 を 介 し て 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 に 確 実 に
誘 導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 １ ０ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う に 構 成 し た た め 、 請 求 項 ２ ， ６ ， ７ 及 び
８ の い ず れ か の 作 用 及 び 効 果 に 加 え 、 水 路 形 成 部 の 下 流 部 の 底 壁 が 、 流 向 に 沿 っ て 下 方 に
傾 斜 す る と 共 に 、 前 記 落 と し 口 に 向 か っ て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 路 か ら な る た め 、 水 路 形 成
部 の 下 流 部 は 、 落 と し 口 と 反 対 側 （ 反 落 と し 口 側 ） の 水 深 が 落 と し 口 の 水 深 よ り 浅 く な る
。 し た が っ て 、 水 路 形 成 部 の 下 流 部 を 遡 上 す る 魚 類 等 は 、 極 端 な 水 表 面 部 を 遊 泳 し な い と
い う そ の 習 性 に よ り 、 反 落 と し 口 側 の 浅 い 水 深 部 分 か ら 落 と し 口 側 の 深 い 水 深 部 分 へ と 誘
導 さ れ る 。 そ の 結 果 、 水 路 形 成 部 の 下 流 部 を 遡 上 す る 魚 類 等 を 、 落 と し 口 へ と よ り 効 果 的
に 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 （ 以 下 、 実 施 の 形 態 と い う ） を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 施 の 形 態 １
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を 魚 道 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を 魚 道 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 平 面
図 で あ る 。 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を 魚 道 に 接 続 し た 状 態 を 示 す
断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 河 川 の 横 断 工 作 物 （ ダ ム 等 ） に 対 し て 、 河 川 の 下
流 側 か ら 横 断 工 作 物 を 経 て 河 川 の 上 流 側 へ と 至 る 遡 上 路 を 形 成 す る 魚 道 の 出 口 付 近 に 設 け
ら れ る 。 詳 細 に は 、 魚 道 出 口 装 置 は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 水 路 形 成 部 １ ０ と 、 揚 水
手 段 と 、 水 位 調 整 手 段 と 、 整 流 手 段 と 、 越 流 壁 ５ ０ と 、 落 と し 口 ６ ０ と 、 誘 導 流 路 と を 備
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え る 。 前 記 水 路 形 成 部 １ ０ は 、 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 か ら の 流 水 （ ダ ム 湖 の 水 等
） を 流 下 さ せ る た め の 水 路 を 形 成 す る 。 具 体 的 に は 、 前 記 水 路 形 成 部 １ ０ は 、 上 流 部 １ １
と 下 流 部 １ ２ と を 有 す る 。 上 流 部 １ １ は 、 河 川 の 上 流 側 に 配 置 さ れ る 貯 水 槽 状 を な し 、 水
位 調 整 部 を 構 成 す る 。 ま た 、 下 流 部 １ ２ は 、 上 流 部 １ １ に 連 続 す る よ う 河 川 の 下 流 側 に 配
置 さ れ 、 流 向 に 沿 っ て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 路 か ら な る 。 具 体 的 に は 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 下
流 部 １ ２ は 、 底 壁 １ ２ ａ と 、 底 壁 １ ２ ａ の 幅 方 向 両 側 に 立 設 し た 一 対 の 側 壁 １ ２ ｂ と を 有
し て い る 。 ま た 、 下 流 部 １ ２ の 底 壁 １ ２ ａ は 、 流 向 に 沿 っ て 下 方 に 傾 斜 す る と 共 に 、 落 と
し 口 ６ ０ に 向 か っ て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 路 か ら な る 。 即 ち 、 下 流 部 １ ２ は 斜 路 式 魚 道 部 と
な っ て お り 、 越 流 壁 ５ ０ か ら の 越 流 が 下 流 部 １ １ の 底 壁 １ ２ ａ に 沿 っ て 下 流 方 向 に 流 れ る
と 共 に 、 越 流 壁 ５ ０ 部 分 で は 、 落 と し 口 ６ ０ に 向 か っ て 流 れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て
、 上 流 部 １ １ 及 び 下 流 部 １ ２ に よ り 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 直 線 水 路 が 形 成 さ れ て い る 。 加 え
て 、 下 流 部 １ ２ の 底 壁 １ ２ ａ に は 、 多 数 の 粗 石 １ ２ ｃ の 下 部 が 埋 設 さ れ 、 粗 石 １ ２ ｃ の 上
部 が 露 出 し て い る 。 な お 、 前 記 下 流 部 ２ １ ３ の 傾 斜 角 度 （ 勾 配 ） は 、 越 流 壁 ５ ０ か ら 下 流
に 向 か っ て 約 １ ／ ２ ０ ～ １ ／ ３ ０ と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 揚 水 手 段 は 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ に 接 続 さ れ 、 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上
流 側 の 水 を 上 流 部 １ １ 内 に 揚 水 す る よ う に な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 揚 水 手 段 は 、 揚 水 管
２ １ 及 び バ ル ブ ２ ２ を 有 し て い る 。 揚 水 管 ２ １ は 、 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り 上 流 側 の 水 （ ダ
ム 湖 等 の 水 ） を ポ ン プ 等 に よ り 汲 み 上 げ 、 そ の 水 を 上 流 部 １ １ 内 に 放 流 す る よ う に な っ て
い る 。 ま た 、 バ ル ブ ２ ２ は 、 揚 水 管 ２ １ に よ る 上 流 部 １ １ へ の 単 位 時 間 当 た り 放 水 量 を 調
節 自 在 で あ る 。 一 方 、 揚 水 管 ２ １ に は 余 水 管 ２ ５ が 接 続 さ れ 、 揚 水 管 ２ １ か ら の 揚 水 の う
ち の 余 分 な 量 の 水 を 、 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り 上 流 側 （ ダ ム 湖 等 ） に 戻 す よ う に な っ て い る
。 ま た 、 余 水 管 ２ ５ に は バ ル ブ ２ ６ が 接 続 さ れ 、 余 水 管 ２ ５ に よ る 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り
上 流 側 へ の 単 位 時 間 当 た り 放 水 量 （ 余 水 排 出 量 ） を 調 節 自 在 で あ る 。 こ こ で 、 揚 水 手 段 は
、 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 の ダ ム 湖 等 の 水 中 に お い て 常 時 水 位 が 安 定 し た 場 所 に 水
中 ポ ン プ を 固 定 す る か 、 或 い は 、 ダ ム 湖 等 の 水 位 の 変 動 に 応 じ て 上 下 す る フ ロ ー ト 上 に ポ
ン プ を 置 き 、 前 記 揚 水 管 ２ １ を 介 し て 上 流 部 １ １ に 揚 水 す る よ う 構 成 す る こ と が で き る 。
ま た 、 揚 水 手 段 は 、 魚 類 等 （ 魚 類 や 甲 殻 類 ） を 越 流 壁 ５ ０ 及 び 落 と し 口 ６ ０ ま で 誘 導 す る
の に 必 要 な 揚 水 量 を 確 保 す る よ う 、 バ ル ブ ２ ２ を 操 作 し て 揚 水 管 ２ １ か ら の 揚 水 量 を 調 節
す る と 共 に 、 余 水 を 余 水 管 ２ ５ か ら 排 水 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 水 位 調 整 手 段 は 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ 内 に 設 け ら れ 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上
流 部 １ １ か ら の 水 が 越 流 壁 ５ ０ を 所 定 の 越 流 水 深 （ 越 流 量 乃 至 越 流 速 度 ） で 越 流 し 、 越 流
壁 ５ ０ か ら の 剥 離 流 の 力 が 、 魚 類 等 の 突 進 力 ・ 突 進 速 度 以 上 と な る よ う に 、 水 路 形 成 部 １
０ の 上 流 部 １ １ 内 の 水 位 を 一 定 に 調 節 す る た め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 水 位 調 節 手 段
は 、 排 水 管 ３ １ を 有 す る 。 排 水 管 ３ １ は 、 上 流 部 １ １ の 長 さ 方 向 （ 流 向 方 向 ） よ り も 上 流
側 （ 揚 水 管 ２ １ 側 ） に 垂 直 に 立 設 さ れ る と 共 に 、 上 流 部 １ １ の 底 壁 １ １ ａ を 貫 通 し て い る
。 越 流 壁 ５ ０ の 上 端 の 高 さ 位 置 よ り 所 定 高 さ （ 越 流 水 深 分 ） 高 く な る 位 置 に 、 排 水 管 ３ １
の 上 端 の 位 置 を 調 整 し て 配 置 す る こ と に よ り 、 揚 水 管 ２ １ か ら 上 流 部 １ １ 内 に 供 給 し た 揚
水 が 、 前 記 排 水 管 ３ １ の 上 端 を 越 え る ま で は 上 流 部 ２ １ 内 に 貯 留 さ れ る 。 ま た 、 揚 水 管 ２
１ か ら 上 流 部 １ １ 内 に 供 給 し た 揚 水 は 、 前 記 排 水 管 ３ １ の 上 端 を 越 え る と 排 水 管 ３ １ 内 に
流 入 し て 、 排 水 管 ３ １ に よ り 上 流 部 １ １ の 外 部 に 排 水 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 排 水 管 ３
１ に よ り 、 上 流 部 １ １ か ら の 水 が 、 常 に 、 越 流 壁 ５ ０ を 所 定 の 越 流 水 深 で 越 流 し 、 上 流 部
１ １ 内 の 水 位 が 常 に 一 定 に 調 節 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 水 位 調 整 手 段 は 、 前 記 揚
水 手 段 の 単 位 時 間 当 た り 揚 水 量 を 調 整 す る こ と に よ り 構 成 す る こ と も で き 、 或 い は 、 前 記
揚 水 手 段 に よ る 揚 水 量 調 整 及 び 前 記 排 水 管 ３ １ に よ る 水 位 調 整 を 併 用 す る こ と に よ り 構 成
す る こ と も で き る 。 即 ち 、 水 位 調 整 手 段 は 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ か ら の 水 が 越 流
壁 ５ ０ を 所 定 の 越 流 水 深 で 越 流 し 、 越 流 壁 ５ ０ か ら の 剥 離 流 の 力 が 、 魚 類 等 の 突 進 力 ・ 突
進 速 度 以 上 と な る よ う に 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ 内 の 水 位 を 一 定 に 調 節 す る 限 り に
お い て 、 任 意 の 構 成 と す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 越 流 壁 ５ ０ の 越 流 水 深 は 、 前 記 切 欠 き 部 ５ １ の 越 流 水 深 が 、 切 欠 き 部 ５ １ 以 外
の 部 分 の 越 流 水 深 の 約 ２ 倍 程 度 と な る よ う 、 揚 水 手 段 と し て の 揚 水 管 ２ １ 及 び バ ル ブ ２ ２
に よ る 揚 水 量 及 び ／ ま た は 水 位 調 整 手 段 と し て の 排 水 管 ３ １ に よ る 水 位 調 整 量 を 調 節 す る
こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 越 流 壁 ５ ０ の 越 流 水 深 が 、 前 記 切 欠 き 部 ５ １ で 約 ４ ｃ ｍ と な り
、 切 欠 き 部 ５ １ 以 外 の 部 分 で 約 ２ ｃ ｍ 程 度 と な る よ う 、 揚 水 手 段 と し て の 揚 水 管 ２ １ 及 び
バ ル ブ ２ ２ に よ る 揚 水 量 及 び 水 位 調 整 手 段 と し て の 排 水 管 ３ １ に よ る 水 位 調 整 量 を 調 節 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 整 流 手 段 は 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ 内 の 長 さ 方 向 の 略 中 央 に 位 置 に 、 上 流 部
１ １ を 横 断 す る よ う 配 置 さ れ る 網 状 の 整 流 板 ４ １ か ら な る 。 整 流 板 ４ １ は 、 上 流 部 １ １ か
ら 越 流 壁 ５ ０ に 向 か う 水 流 を 整 流 し て 乱 流 等 を 消 滅 さ せ 、 常 に 、 整 流 さ れ た 状 態 の 水 を 越
流 壁 ５ ０ に 供 給 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 越 流 壁 ５ ０ は 、 水 路 形 成 部 １ ０ 内 の 水 路 を 横 断 し て 設 け ら れ 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 水 路 の
上 流 側 か ら の 流 水 を 越 流 さ せ て 、 そ の 長 さ 方 向 略 全 体 に わ た っ て 下 流 側 へ 落 下 す る 剥 離 流
を 形 成 す る 。 即 ち 、 越 流 壁 ５ ０ は 、 水 路 形 成 部 １ ０ 内 の 水 路 を 横 断 す る よ う 、 前 記 水 路 の
上 流 部 １ １ 及 び 下 流 部 １ ２ 間 に 配 置 さ れ 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ か ら の 流 水 を 越 流
さ せ て 、 そ の 長 さ 方 向 略 全 体 に わ た っ て 水 路 形 成 部 １ ０ の 下 流 部 １ ２ へ と 落 下 す る 剥 離 流
を 形 成 す る よ う に な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 越 流 壁 ５ ０ は 、 上 流 部 １ １ と 下 流 部 １ ２ と の
間 を 、 水 路 の 長 さ 方 向 と 略 直 交 状 態 で 横 断 す る よ う 、 或 い は 、 所 定 の 傾 斜 角 度 で 傾 斜 し た
状 態 で 横 断 す る よ う 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 幅 方 向 全 体 に 延 設 さ れ る 平 板 状 を な す 。 越 流 壁 ５
０ は 、 上 端 側 の 所 定 高 さ 部 分 が 水 路 形 成 部 １ ０ の 下 流 側 に 向 か っ て 屈 曲 し て い る 。 ま た 、
越 流 壁 ５ ０ の 上 端 の 下 流 側 （ 図 ３ 中 の 左 側 ） の コ ー ナ 部 は 、 鋭 角 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ
に よ り 、 越 流 壁 ５ ０ か ら の 越 流 は 、 確 実 に 、 剥 離 流 と な っ て 下 流 部 １ ２ に 落 下 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 実 施 の 形 態 １ の 魚 道 出 口 装 置 は 、 水 路 形 成 部 １ ０ を 遡 上 し て 越 流 壁 ５ ０ 付 近 に 到
達 し た 魚 類 等 を 、 越 流 壁 ５ ０ か ら の 剥 離 流 に よ り 遡 上 阻 止 す る と 共 に 、 越 流 壁 ５ ０ に 沿 っ
て 落 と し 口 ６ ０ ま で 誘 導 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 越 流 壁 ５ ０ は 、 水 路 形 成 部 １ ０
の 下 流 部 １ ２ を 遡 上 し て 越 流 壁 ５ ０ 付 近 に 到 達 し た 魚 類 等 を 、 越 流 壁 ５ ０ か ら の 剥 離 流 に
よ り 遡 上 阻 止 す る と 共 に 、 そ の 走 性 を 利 用 し て 越 流 壁 ５ ０ に 沿 っ て 落 と し 口 ６ ０ ま で 誘 導
す る よ う 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 越 流 壁 ５ ０ は 、 落 と し 口 ６ ０ に 対 応 す る 部 分 を 切
欠 い て 切 欠 き 部 ５ １ と し 、 切 欠 き 部 ５ １ の 高 さ を 切 欠 き 部 ５ １ 以 外 の 部 分 よ り 低 く 設 定 し
て い る 。 こ れ に よ り 、 越 流 壁 ５ ０ は 、 切 欠 き 部 ５ １ で の 越 流 水 深 が 切 欠 き 部 ５ １ 以 外 の 部
分 で の 越 流 水 深 よ り 大 き く な る よ う に し 、 切 欠 き 部 ５ １ か ら の 越 流 量 が 切 欠 き 部 ５ １ 以 外
の 部 分 か ら の 越 流 量 よ り 多 く な る よ う に 、 或 い は 、 切 欠 き 部 ５ １ か ら の 剥 離 流 の 流 速 が 切
欠 き 部 ５ １ 以 外 の 部 分 か ら の 剥 離 流 の 流 速 よ り 大 き く な る よ う に し て い る 。 更 に 、 越 流 壁
５ ０ は 、 切 欠 き 部 ５ １ か ら の 越 流 が 落 と し 口 ６ ０ 及 び 落 と し 口 ６ ０ の 近 傍 部 分 （ 図 ２ 中 の
落 と し 口 ６ ０ の 右 側 近 傍 部 分 ） に 落 下 す る よ う 、 切 欠 き 部 ５ １ の 位 置 及 び 形 状 を 設 定 し て
い る 。 こ れ に よ り 、 下 流 部 １ ２ を 遡 上 し て 、 落 と し 口 ６ ０ 以 外 の 越 流 壁 ５ ０ 部 分 に 到 達 し
た 魚 類 等 が 、 越 流 壁 ５ ０ に 沿 っ て 移 動 し 、 相 対 的 に 少 な い 越 流 量 の 切 欠 き 部 ５ １ 以 外 の 部
分 か ら 、 よ り 越 流 量 の 多 い （ 或 い は 流 速 の 大 き い ） 切 欠 き 部 ５ １ 部 分 に 誘 導 さ れ 、 最 終 的
に 、 落 と し 口 ６ ０ に 誘 導 さ れ る よ う に な っ て い る 。 加 え て 、 前 記 下 流 部 １ ２ の 傾 斜 路 を 形
成 す る 底 壁 １ ２ ａ も 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 下 流 部 １ ２ を 越 流 壁 ５ ０ に 向 か っ て 遡 上 す る 魚 類
等 を 、 そ の 走 性 を 利 用 し て 落 と し 口 ６ ０ ま で 誘 導 す る よ う 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 落 と し 口 ６ ０ は 、 水 路 形 成 部 １ ０ に お い て 、 越 流 壁 ２ ０ の 下 流 側 で 、 か つ 、 越 流 壁
５ ０ の 近 傍 位 置 に 設 け ら れ 、 水 路 形 成 部 １ ０ を 遡 上 し た 魚 類 等 を 内 部 に 落 下 自 在 と な っ て
い る 。 具 体 的 に は 、 落 と し 口 ６ ０ は 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 下 流 部 １ ２ に お い て 越 流 壁 ２ ０ の
長 さ 方 向 端 部 付 近 、 即 ち 、 下 流 部 １ ２ の 上 流 端 （ 越 流 壁 ５ ０ と の 境 界 部 ） の 左 端 （ 図 ２ 中
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の 左 端 ） コ ー ナ 部 に 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 越 流 壁 ５ ０ の 特 に 切 欠 き 部 ５ １ か ら の 大 量
の 剥 離 流 が 、 落 と し 口 ６ ０ 及 び そ の 近 傍 に 落 下 し 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 下 流 部 １ ２ を 遡 上 し
た 魚 類 等 が 、 越 流 壁 ５ ０ を 越 流 す る 剥 離 流 に よ り 、 落 と し 口 ６ ０ の 内 部 に 落 下 す る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 誘 導 流 路 は 、 落 と し 口 ６ ０ と 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 と を 連 通 し 、 落 と し 口
６ ０ に 落 下 し た 魚 類 等 を 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 ま で 誘 導 す る よ う に な っ て い る 。
具 体 的 に は 、 誘 導 流 路 は 、 落 と し 口 ３ ０ と 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 （ 例 え ば 、 ダ ム
の 場 合 ダ ム 湖 ） と を 連 結 す る 誘 導 管 ７ １ か ら な り 、 落 と し 口 ６ ０ に 落 下 し た 魚 類 等 を 、 越
流 壁 ５ ０ の 切 欠 き 部 ５ １ 等 か ら 落 と し 口 ６ ０ に 流 入 す る 多 量 か つ 流 速 の 大 き い 水 流 に よ り
、 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 ま で 誘 導 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 誘 導 流 路 の 誘 導
管 ７ １ は 略 円 筒 状 を な し 、 そ の 一 端 （ 流 入 側 開 口 ） が 落 と し 口 ６ ０ に 連 結 さ れ る と 共 に 、
他 端 （ 放 出 側 開 口 ） が 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 の 水 中 に 進 入 配 置 さ れ て い る 。
そ し て 、 誘 導 管 ７ １ は 、 落 と し 口 ６ ０ を 介 し て 前 記 一 端 か ら 流 入 し た 水 流 が 前 記 他 端 へ と
流 下 し て 、 前 記 魚 類 等 を 強 制 的 に 前 記 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 の ダ ム 湖 等 の 水 中 に
誘 導 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 例 え ば 、 誘 導 管 ７ １ の 他 端 は 、 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り
も 上 流 側 の 部 分 の う ち 、 例 え ば 、 ダ ム 湖 の 満 水 面 ま で の 部 分 を 円 筒 状 と し 、 そ れ 以 降 の 最
低 水 位 面 ま で 延 び る 部 分 を 半 円 筒 状 と す る こ と も で き る 。 こ う す る と 、 ダ ム 湖 等 の 満 水 時
に 、 誘 導 間 ７ １ を 介 し て 魚 類 等 を 円 滑 に ダ ム 湖 等 の 水 中 に 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 が 適 用 さ れ る 魚 道 に つ い て 説 明 す る 。
　 魚 道 １ は 、 所 定 傾 斜 角 度 で 傾 斜 す る 階 段 式 魚 道 で あ り 、 複 数 の 隔 壁 ２ に よ り 複 数 の プ ー
ル 部 ３ を 構 成 し て い る 。 な お 、 ハ イ ダ ム 用 の 魚 道 と し て 具 体 化 す る 場 合 、 魚 道 １ は 、 ハ イ
ダ ム の 高 さ に 応 じ た 急 傾 斜 の 階 段 式 魚 道 と す る 。 ま た 、 魚 道 １ の 隔 壁 ２ は 、 そ の 上 端 に 水
平 部 ２ ａ と 切 欠 き 部 ２ ｂ と を 有 し て い る 。 更 に 、 プ ー ル 部 ３ 内 に は 、 多 数 の 玉 石 、 砂 利 、
砕 石 等 が 充 填 さ れ て い る 。 そ し て 、 魚 道 出 口 装 置 の 下 流 部 １ ２ か ら の 水 流 が 、 魚 道 １ の 傾
斜 に よ り 下 方 に 流 下 す る と 共 に 隔 壁 ２ を 越 流 し 、 魚 類 等 の た め の 遡 上 路 を 形 成 す る よ う に
な っ て い る 。 な お 、 隔 壁 ２ の 越 流 水 深 は 、 切 欠 き 部 ２ ｂ 部 分 の 越 流 水 深 が 水 平 部 ２ ａ 部 分
の 越 流 水 深 の 約 ２ 倍 程 度 と な る よ う 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 隔 壁 ２ の 越 流 水 深
は 、 水 平 部 ２ ａ 部 分 の 越 流 水 深 が 約 ４ ～ ５ ｃ ｍ 程 度 、 切 欠 き 部 ２ ｂ 部 分 の 越 流 水 深 が 約 ８
～ ９ ｃ ｍ と な る よ う 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 隔 壁 ２ の 水 平 部 ２ ａ の 越 流 速 度 は
、 約 ０ ． ４ ～ ０ ． ６ ｍ ／ 秒 と な る よ う 、 前 記 揚 水 手 段 の 揚 水 量 、 水 位 調 整 手 段 の 水 位 調 整
量 、 越 流 壁 ５ ０ の 越 流 水 深 、 下 流 部 １ ２ の 傾 斜 角 度 、 魚 道 １ 自 体 の 傾 斜 角 度 等 を 適 宜 調 節
す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 下 流 部 １ ２ の 底 壁 ２ １ ２ ａ は 、 下 流 部 ２ １ ２ か ら の 水 流 が 、
魚 道 １ の 最 初 の 隔 壁 ２ の 切 欠 き 部 ２ ｂ に 向 か う よ う 、 そ の 傾 斜 を 設 定 す る こ と が 好 ま し い
。 更 に 、 魚 道 １ に お い て 、 最 初 の プ ー ル 部 ３ の 水 路 幅 （ 幅 員 ） は 、 魚 道 出 口 装 置 の 水 路 形
成 部 １ ０ の 下 流 部 １ ２ の 水 路 幅 （ 幅 員 ） と 同 等 と さ れ て い る が 、 ２ 番 目 以 降 の プ ー ル 部 ３
の 水 路 幅 （ 幅 員 ） は 、 魚 道 出 口 装 置 の 水 路 形 成 部 １ ０ の 下 流 部 １ ２ の 水 路 幅 （ 幅 員 ） よ り
小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 魚 道 出 口 装 置 の 水 路 形 成 部 １ ０ の 下 流 部 １ ２ に お い
て 、 下 流 部 １ ２ の 水 量 が 、 落 と し 口 ６ ０ か ら 誘 導 管 ７ １ へ の 流 入 に 伴 い 減 少 し た 場 合 に も
、 魚 道 １ に お い て 遡 上 路 を 形 成 す る た め に 必 要 な 流 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 使 用 方 法 並 び に 作 用 及 び 効 果
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 し た 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 使 用 方 法 並 び に 作 用 及
び 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 ダ ム 等 の 横 断 工 作 物 に 設 け た 魚 道 １ の 出 口
に 、 図 １ に 示 す よ う に し て 連 結 し て 設 置 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 魚 道 出 口 装 置 の 揚 水 手 段 に
よ り 、 ダ ム 湖 等 の 水 を 揚 水 し て 、 揚 水 管 ２ １ か ら 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ 内 に 供 給 す
る 。 す る と 、 上 流 部 １ １ 内 の 水 位 が 第 １ の 所 定 水 位 （ 越 流 開 始 水 位 ） 以 上 、 即 ち 、 越 流 壁
５ ０ の 上 端 （ 天 端 ） の 高 さ 以 上 と な っ た と き に 、 上 流 部 １ １ の 水 が 越 流 壁 ５ ０ を 越 流 す る
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。 そ し て 、 上 流 部 １ １ の 水 位 が 、 第 ２ の 所 定 水 位 （ 調 整 水 位 ） 、 即 ち 、 前 記 越 流 壁 ５ ０ の
所 定 越 流 水 深 を 実 現 す る 水 位 と な る と 、 水 位 調 整 手 段 に よ り 、 上 流 部 １ １ 内 の 水 位 が 一 定
水 位 に 維 持 さ れ 、 越 流 壁 ５ ０ の 越 流 水 深 が 一 定 に 維 持 さ れ る 。 即 ち 、 こ の と き 、 上 流 部 １
１ 内 の 水 位 調 整 手 段 と し て の 配 水 管 ３ １ の 上 端 に 上 流 部 １ １ の 水 が 流 入 し 、 排 水 管 ３ １ を
介 し て 上 流 部 １ １ 内 の 余 分 な 水 が 外 部 に 排 出 さ れ 、 上 流 部 １ １ 内 の 水 位 が 前 記 第 ２ の 所 定
水 位 （ 調 整 水 位 ） に 維 持 さ れ て 、 越 流 壁 ５ ０ の 越 流 水 深 が 所 定 水 深 に 維 持 さ れ る 。 ま た 、
揚 水 手 段 の バ ル ブ ２ ２ に よ り 揚 水 管 ２ １ か ら の 揚 水 量 を 調 整 し 、 余 水 管 ２ ５ か ら 不 要 な 水
を 排 出 す る こ と に よ っ て も 、 上 流 部 １ １ 内 の 水 位 が 前 記 第 ２ の 所 定 水 位 （ 調 整 水 位 ） に 維
持 さ れ て 、 越 流 壁 ５ ０ の 越 流 水 深 が 所 定 水 深 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に し て 形 成 さ れ た 越 流 壁 ５ ０ か ら の 越 流 は 、 下 流 部 １ ２ 側 に 傾 斜 し て 突 出 す る
よ う 屈 曲 す る 越 流 壁 ５ ０ の 上 部 の 上 端 鋭 角 コ ー ナ 部 か ら 下 方 に 落 下 し て 剥 離 流 と な る 。 こ
の 剥 離 流 は 、 越 流 壁 ５ ０ の 長 さ 方 向 全 体 に わ た っ て 形 成 さ れ 、 越 流 壁 ５ ０ の 直 近 位 置 に お
い て 、 下 流 部 １ ２ の 底 壁 １ ２ ａ に 向 か っ て 落 下 す る 。 こ の と き 、 揚 水 手 段 と し て の 揚 水 管
２ １ 等 に よ り 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ に 揚 水 し た と き に 発 生 す る 可 能 性 の あ る 乱 流 を
整 流 手 段 と し て の 整 流 板 ４ １ が 整 流 す る 。 よ っ て 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ か ら 越 流
壁 ５ ０ へ と 向 か う 水 流 を 整 流 手 段 に よ り 整 流 し た 状 態 で 供 給 す る こ と が で き 、 越 流 壁 ５ ０
か ら 落 下 す る 越 流 （ 剥 離 流 ） の 流 れ を 円 滑 に す る こ と が で き る 。 下 流 部 １ ２ に 落 下 し た 水
は 、 下 流 部 １ ２ の 底 壁 １ ２ ａ の 傾 斜 に 沿 っ て 下 流 部 １ ２ を 流 下 し 、 下 流 部 １ ２ に お い て 魚
類 等 の 遡 上 路 を 形 成 す る 。 ま た 、 下 流 部 １ ２ を 流 下 し た 水 は 、 魚 道 １ に 流 入 し 、 魚 道 １ に
沿 っ て 流 下 し て 、 魚 道 １ に お い て 魚 類 等 の 遡 上 路 を 形 成 す る 。 な お 、 図 １ 中 の 矢 印 は 、 越
流 壁 ５ ０ か ら の 越 流 の 方 向 及 び 下 流 部 １ ２ の 水 流 の 方 向 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 よ っ て 、 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り 下 流 側 か ら 遡 上 す る 魚 類 等 は 、 適 宜 魚 道 １ の プ ー ル 部 ３
内 で 休 息 し た り し な が ら 、 魚 道 １ を 流 向 と 逆 方 向 に 遡 上 し て 、 魚 道 出 口 装 置 の 水 路 形 成 部
１ ０ の 下 流 部 １ ２ に 進 入 す る 。 そ の 後 、 魚 類 等 は 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 下 流 部 １ ２ を 上 流 に
向 か っ て 越 流 壁 ５ ０ ま で 遡 上 す る 。 こ の と き 、 魚 類 等 は 、 越 流 壁 ５ ０ か ら の 越 流 に 向 か っ
て 更 に 遡 上 し よ う と す る が 、 越 流 壁 ５ ０ か ら の 越 流 が 剥 離 流 で あ る た め 、 そ の 剥 離 流 に よ
り 遡 上 を 阻 止 さ れ る 。 す る と 、 遡 上 を 阻 ま れ た 魚 類 等 は 、 遡 上 路 を 探 し て 越 流 壁 ５ ０ に 沿
っ て 遊 泳 す る 。 こ の と き 、 下 流 部 １ ２ は 魚 道 １ に 向 か っ て （ 流 向 に 沿 っ て ） 下 方 に 傾 斜 す
る と 共 に 、 落 と し 口 ６ ０ に 向 か っ て も 下 方 に 傾 斜 す る た め 、 下 流 部 １ ２ に お け る 水 深 は 、
落 と し 口 ６ ０ と 反 対 側 の 端 部 が 最 も 浅 く 、 落 と し 口 ６ ０ に 向 か っ て 徐 々 に 深 く な る 。 し た
が っ て 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 下 流 部 １ ２ を 遡 上 す る 魚 類 等 は 、 極 端 な 水 表 面 部 を 遊 泳 し な い
と い う そ の 習 性 に よ り 、 反 落 と し 口 側 の 浅 い 水 深 部 分 か ら 落 と し 口 ６ ０ 側 の 深 い 水 深 部 分
へ と 誘 導 さ れ る 。 そ の 結 果 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 下 流 部 １ ２ を 遡 上 す る 魚 類 等 を 、 落 と し 口
６ ０ へ と よ り 効 果 的 に 誘 導 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 魚 類 等 は 、 水 深 変 化 に よ り 、 越 流 壁
５ ０ に 沿 っ て 自 然 に 落 と し 口 ６ ０ へ と 誘 導 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 こ の と き 、 落 と し 口 ６ ０ 近 辺 で は 、 越 流 壁 ５ ０ の 切 欠 き 部 ５ １ か ら 、 他 の 部 分 よ
り も 大 量 の 越 流 が 、 他 の 部 分 よ り 大 き な 流 速 で 剥 離 流 と な っ て 落 下 し て い る 。 即 ち 、 越 流
壁 ５ ０ の 切 欠 き 部 ５ １ か ら の 越 流 量 （ 越 流 水 深 ） が 、 他 の 部 分 の 越 流 量 （ 越 流 水 深 ） よ り
大 き く な り 、 切 欠 き 部 ５ １ か ら よ り 多 量 の 剥 離 流 が 落 と し 口 ６ ０ 及 び 落 と し 口 ６ ０ の 近 傍
部 分 に 落 下 し て い る 。 一 方 、 越 流 壁 ５ ０ に 沿 っ て 落 と し 口 ６ ０ 方 向 に 誘 導 さ れ た 魚 類 等 は
、 前 記 切 欠 き 部 ５ １ か ら の 多 量 の 越 流 に よ る 速 い 流 れ に 遭 遇 し 、 こ の 速 い 流 れ に 向 か っ て
自 ら の 突 進 力 に よ り 前 進 及 び 遡 上 し よ う と す る が 、 前 記 切 欠 き 部 ５ １ か ら の 多 量 の 越 流 に
よ る 急 流 速 に 耐 え 切 れ ず に 最 終 的 に 落 と し 口 ６ ０ に 落 下 す る 。 そ の 結 果 、 切 欠 き 部 ５ １ か
ら の 急 流 に よ り 魚 類 等 を 落 と し 口 ６ ０ へ と 確 実 に 落 と し 込 ま せ 、 誘 導 管 ７ １ を 介 し て 河 川
の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 に 確 実 に 誘 導 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚
道 出 口 装 置 で は 、 落 と し 口 ６ ０ に 落 下 し た 魚 類 等 は 、 誘 導 流 路 と し て の 誘 導 管 ７ １ に よ り
河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 ま で 自 動 的 に 誘 導 さ れ る 。 し た が っ て 、 魚 道 １ の 出 口 付 近
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に 配 置 し た 魚 道 出 口 装 置 の 水 路 形 成 部 １ ０ の 下 流 部 １ ２ に 魚 類 等 が 滞 留 す る こ と は な く 、
魚 類 等 を 確 実 に 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上 流 側 に 誘 導 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 実 施
の 形 態 １ の 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う な 簡 単 な 構 造 に よ り 、 ダ ム 等 の 高 落 差 で 、 か つ 、
上 流 側 の 水 位 が 変 動 す る よ う な 横 断 工 作 物 の 魚 道 １ の 出 口 に 接 続 し て 好 適 に 使 用 す る こ と
が で き 、 河 川 を 遡 上 し た 魚 類 等 を 横 断 工 作 物 の 下 流 側 に 滞 留 さ せ る こ と な く 上 流 側 に 確 実
に 誘 導 す る こ と が で き る 。 ま た 、 実 施 の 形 態 １ の 魚 道 出 口 装 置 は 、 構 造 が 単 純 で あ る た め
、 製 造 及 び 設 置 等 の た め の 経 済 的 負 担 を 少 な く す る こ と が で き る 。 更 に 、 実 施 の 形 態 １ に
係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 ダ ム 湖 等 の 水 を 揚 水 手 段 に よ り 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ に 揚 水
し て 、 下 流 部 １ ２ に 魚 類 等 の 遡 上 路 を 形 成 す る た め 、 ダ ム 湖 の 増 水 等 に よ り 魚 道 出 口 装 置
や 魚 道 １ が 破 損 し た り 、 魚 道 出 口 装 置 の プ ー ル 部 と な る 下 流 部 １ ２ ま た は 魚 道 １ の プ ー ル
部 ３ 等 に 堆 砂 等 の 滞 留 物 が 堆 積 し た り す る こ と が な く 、 そ の 管 理 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 に よ れ ば 、 遡 上 を 試 み る ア ユ や サ ツ キ
マ ス 等 の 魚 類 の 本 能 を 利 用 し て 、 魚 類 を 魚 道 出 口 装 置 か ら ダ ム 湖 等 へ 自 然 に 誘 導 す る こ と
が で き る だ け で な く 、 ダ ム 湖 等 へ の 誘 導 流 路 に 接 続 す る 落 と し 口 ６ ０ が 落 ち 込 み 式 で あ る
た め 、 ア ジ メ ド ジ ョ ウ 、 シ マ ト ジ ョ ウ 、 ヨ シ ノ ボ リ 類 、 カ ジ カ 等 の 底 生 魚 や 、 蟹 等 の 甲 殻
類 も 魚 道 出 口 装 置 か ら ダ ム 湖 等 へ 自 然 に 誘 導 す る こ と が で き る 。 な お 、 実 施 の 形 態 １ に 係
る 魚 道 出 口 装 置 は 、 ダ ム 湖 等 の 通 常 予 想 さ れ る 満 水 面 よ り 若 干 高 い 位 置 に 配 置 さ れ 、 ダ ム
湖 等 の 満 水 時 に お い て も 、 誘 導 管 ７ １ の 一 端 開 口 （ 落 と し 口 ６ ０ 側 開 口 ） か ら 他 端 開 口 （
ダ ム 湖 側 開 口 ） と の 間 の 高 低 差 を 利 用 し て 、 誘 導 管 ７ １ 内 の 水 流 を 形 成 し 、 そ の 水 流 に よ
り 、 魚 類 等 を ダ ム 湖 等 に 誘 導 ま た は 運 搬 す る よ う に す る 。 た だ し 、 誘 導 管 ７ １ に 水 流 圧 送
用 の ポ ン プ 等 を 設 け た 場 合 、 魚 道 出 口 装 置 を ダ ム 湖 等 の 通 常 予 想 さ れ る 満 水 面 以 下 の 位 置
に 配 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 で は 、 下 流 部 １ ２ の 水 流 は 、 下 流 部 １ ２ の 底 壁
１ ２ ａ に 埋 設 さ れ た 粗 石 １ ２ ｃ に よ り 緩 く 蛇 行 し 、 そ の 流 速 が 制 御 さ れ る 。 そ し て 、 遊 泳
力 の 弱 い 魚 種 等 が 、 粗 石 １ ２ ｃ の 裏 側 （ 下 流 側 ） の 緩 流 速 部 分 （ よ ど み ） か ら 次 の 上 流 側
の 粗 石 の 裏 側 の 緩 流 速 部 分 （ よ ど み ） へ と 、 そ の 突 進 力 に よ っ て 徐 々 に 前 進 し 、 下 流 部 １
２ を 遡 上 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 下 流 部 １ ２ の 底 壁 １ ２ ａ の 傾 斜 と 粗 石 １ ２ ｃ の 配
置 態 様 と を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 下 流 部 １ ２ を 遡 上 す る 魚 類 等 を 、 越 流 壁 ５ ０ の 切 欠 き
部 ５ １ 方 向 へ と 遊 泳 す る よ う 制 御 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 実 施 の 形 態 ２
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 越 流 壁 部 分 を 上 面 か ら 見 た 状 態 を 示
す 説 明 図 で あ り 、 （ ａ ） は 落 と し 口 を 越 流 壁 直 前 に お い て 遡 上 路 の 左 側 に 配 置 す る 場 合 を
示 し 、 （ ｂ ） は 落 と し 口 を 越 流 壁 直 前 に お い て 遡 上 路 の 右 側 に 配 置 す る 場 合 を 示 す 。
　 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 各 特 徴 に 加 え
、 越 流 壁 １ ５ ０ の 設 置 角 度 に 特 徴 を 有 す る 。 そ れ 以 外 の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道
出 口 装 置 と 同 様 で あ る 。 即 ち 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 で は
、 越 流 壁 １ ５ ０ は 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ と 下 流 部 １ ２ と の 間 に お い て 、 水 路 の 幅
方 向 （ 図 ４ 中 の 左 右 方 向 ） に 対 し て 所 定 傾 斜 角 度 θ で 傾 斜 す る よ う 水 路 形 成 部 １ ０ の 水 路
内 に 横 断 配 置 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 越 流 壁 １ ５ ０ は 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 水 路 の 幅 方 向
に 対 し て 傾 斜 角 θ と し て 約 ５ 度 ～ １ ０ 度 の 範 囲 で 傾 斜 す る よ う 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 水 路 内
に 横 断 配 置 さ れ る 。 ま た 、 落 と し 口 ６ ０ は 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 上 流 端 （ 遡 上 路 の 上 流 側 に 位
置 す る 端 ） 付 近 に 配 置 さ れ て い る 。 こ こ で 、 越 流 壁 １ ５ ０ は 、 ま ず 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ
う に 、 流 向 に 向 か っ て 左 端 が 上 流 端 と な る よ う 配 置 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 落 と し
口 ６ ０ は 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 上 流 端 と し て の 左 端 の 下 流 側 直 近 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 或 い
は 、 越 流 壁 １ ５ ０ は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 流 向 に 向 か っ て 右 端 が 上 流 端 と な る よ う
配 置 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 落 と し 口 ６ ０ は 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 上 流 端 と し て の 右 端
の 下 流 側 直 近 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 水 路 と し て の 下 流 部
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１ ２ を 遡 上 し て 越 流 壁 １ ５ ０ 付 近 に 到 達 し た 魚 類 等 を 、 越 流 壁 １ ５ ０ か ら の 剥 離 流 に よ り
遡 上 阻 止 す る と 共 に 、 越 流 壁 １ ５ ０ に 沿 っ て 落 と し 口 ６ ０ ま で 誘 導 す る よ う に し て い る 。
な お 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 形 状 は 、 説 明 の 便 宜 上 、 図 ４ で は 単 な る 平 板 状 と し て 図 示 さ れ て い
る が 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 越 流 壁 ５ ０ と 同 様 の 形 状 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 で は 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 上 流 端 付 近 に 落 と し 口 ６ ０ が 配
置 さ れ る こ と に な る 。 し た が っ て 、 越 流 壁 １ ５ ０ に よ り 遡 上 を 阻 ま れ た 魚 類 等 は 、 そ の 走
性 （ 流 向 に 逆 ら っ て 泳 ぐ 習 性 ） に よ り 越 流 壁 １ ５ ０ に 沿 っ て 上 流 側 へ と 遊 泳 し 、 越 流 壁 １
５ ０ の 上 流 端 付 近 に 配 置 さ れ た 落 と し 口 ６ ０ ま で 確 実 に 誘 導 さ れ る 。 そ の 結 果 、 魚 類 等 を
落 と し 口 ６ ０ ま で 一 層 効 果 的 に 誘 導 し て 集 魚 す る こ と が で き 、 効 率 よ く 誘 導 流 路 と し て の
誘 導 間 ７ ０ に 落 下 さ せ て 、 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り 上 流 側 （ ダ ム 湖 等 ） ま で 誘 導 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 実 施 の 形 態 ３
　 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 落 と し 口 と 誘 導 管 と の 接 続 部 分 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
　 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 各 特 徴 に 加 え
、 落 と し 口 １ ６ ０ に 特 徴 を 有 す る 。 そ れ 以 外 の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置
と 同 様 で あ る 。 即 ち 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 で は 、 落 と し
口 １ ６ ０ は 返 し 部 １ ６ １ を 有 す る 。 落 と し 口 １ ６ ０ の 返 し 部 １ ６ １ は 、 誘 導 流 路 と し て の
誘 導 管 ７ １ に 落 下 し た 魚 類 等 が 、 落 と し 口 １ ６ ０ か ら 水 路 形 成 部 １ ０ の 水 路 の 下 流 部 １ ２
に 突 進 し て 戻 る こ と を 防 止 す る よ う 機 能 す る 。 詳 細 に は 、 落 と し 口 １ ６ ０ は 両 端 を 開 口 し
た 略 錐 台 筒 状 （ 円 錐 台 筒 状 、 角 錐 台 筒 状 ） を な し 、 そ の 縮 径 す る 側 の 端 部 を 前 記 誘 導 管 ７
１ の 一 端 の 開 口 内 に 挿 着 し て 誘 導 管 ７ １ の 一 端 に 連 結 さ れ る 。 ま た 、 落 と し 口 １ ６ ０ は 、
誘 導 管 ７ １ の 一 端 の 開 口 か ら 内 部 に 挿 着 さ れ た 前 記 縮 径 す る 側 の 端 部 に よ り 、 前 記 返 し 部
１ ６ １ を 構 成 す る 。 な お 、 図 ５ の 例 で は 、 落 と し 口 １ ６ ０ は 、 そ の 軸 方 向 略 中 央 か ら 下 端
側 （ 返 し 部 １ ６ １ 側 ） の 部 分 を 円 錐 台 状 と す る と 共 に 、 軸 方 向 略 中 央 か ら 上 端 側 の 部 分 を
四 角 錘 台 筒 状 と し て い る 。 ま た 、 落 と し 口 １ ６ ０ は 、 前 記 円 錐 台 状 部 分 の 少 な く と も 一 部
（ ま た は 全 部 ） を 誘 導 管 ７ １ の 一 端 開 口 内 に 挿 着 し て 、 前 記 返 し 部 １ ６ １ を 構 成 し て い る
。 そ し て 、 返 し 部 １ ６ １ の 外 周 面 と 誘 導 管 ７ １ の 一 端 部 内 周 面 と の 間 に 上 端 側 （ 誘 導 管 ７
１ の 一 端 側 ） で 閉 塞 す る 空 間 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 に よ れ ば 、 落 と し 口 １ ６ ０ に 落 込 ん だ 魚 類 等 が 返 し 部
１ ６ ０ を 流 向 と 逆 方 向 に 突 進 し て 再 び 魚 道 出 口 装 置 の 下 流 部 １ ２ に 戻 る こ と を 、 返 し 部 １
６ １ に よ り 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 魚 類 等 は 、 落 と し 口 １ ６ ０ か ら 返 し 部 １
６ １ を 介 し て 誘 導 管 ７ １ の 内 部 に 落 下 す る 一 方 、 誘 導 管 ７ １ か ら 落 と し 口 １ ６ ０ に 突 進 し
て 遡 上 し よ う と し て も 、 返 し 部 １ ６ １ が 先 細 と な っ て い る た め 、 返 し 部 １ ６ １ の 開 口 内 に
進 入 す る こ と は 非 常 に 困 難 に な り 、 返 し 部 １ ６ １ に よ り 落 と し 口 １ ６ ０ へ の 戻 る こ と が な
い 。 ま た 、 誘 導 管 ７ １ 及 び 落 と し 口 １ ６ ０ を 共 に 筒 状 と い う 簡 単 な 構 造 に よ り 実 現 す る こ
と が で き る と 共 に 、 落 と し 口 １ ６ ０ を 誘 導 管 ７ １ に 挿 着 す る だ け で 、 前 記 返 し 部 １ ６ １ の
機 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 実 施 の 形 態 ４
　 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 水 位 調 整 手 段 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 各 特 徴 に 加 え
、 水 位 調 整 手 段 に 特 徴 を 有 す る 。 そ れ 以 外 の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 と
同 様 で あ る 。 即 ち 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 で は 、 水 位 調 整
手 段 は 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ を 有 し て い る 。 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ は 、 全 体 と し て 両 端 を
開 口 し た 円 筒 状 を な し 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ 内 に 立 設 さ れ 、 上 端 の 開 口 を 水 路 形
成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ 内 に 配 置 す る と 共 に 、 下 端 の 開 口 を 水 路 形 成 部 １ ０ の 外 部 に 露 出 し
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て い る 。 更 に 、 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ は 、 前 記 上 端 の 開 口 の 高 さ 位 置 を 上 下 に 調 節 す る 高
さ 調 節 手 段 を 有 す る 。 詳 細 に は 、 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ は 、 雄 筒 部 １ ３ １ 、 上 側 雌 筒 部 １
３ ２ 及 び 下 側 雌 筒 部 １ ３ ３ か ら な る 。 雄 筒 部 １ ３ １ は 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ の 底
面 か ら 上 方 に 延 び る 円 筒 状 を な す と 共 に 、 そ の 上 端 か ら 所 定 長 さ 範 囲 に わ た る 外 周 面 に 雄
螺 子 １ ３ １ ａ を 螺 刻 し て い る 。 ま た 、 上 側 雌 筒 部 １ ３ ２ は 、 本 体 部 １ ３ １ の 外 周 面 の 雄 螺
子 １ ３ １ ａ に 螺 合 す る 雌 螺 子 １ ３ ２ ａ を 内 周 面 に 形 成 し 、 本 体 部 １ ３ １ の 外 周 面 の 雄 螺 子
１ ３ １ ａ 部 分 の 上 側 に 螺 合 し て 装 着 さ れ る 。 更 に 、 下 側 雌 筒 部 １ ３ ３ は 、 本 体 部 １ ３ １ の
外 周 面 の 雄 螺 子 １ ３ １ ａ に 螺 合 す る 雌 螺 子 （ 図 示 略 ） を 内 周 面 に 形 成 し 、 本 体 部 １ ３ １ の
外 周 面 の 雄 螺 子 １ ３ １ ａ 部 分 の 下 側 に 螺 合 し て 装 着 さ れ る 。 そ し て 、 流 量 調 節 排 水 管 １ ３
０ の 上 側 雌 筒 部 １ ３ １ は 、 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ の 高 さ 調 節 手 段 を 構 成 す る 。 こ れ に よ り
、 雄 筒 部 １ ３ １ に 対 す る 上 側 雌 筒 部 １ ３ １ の 螺 合 量 を 調 節 し て 、 雄 筒 部 １ ３ １ の 上 端 か ら
の 上 側 雌 筒 部 １ ３ ２ の 突 出 高 さ を 調 節 す る こ と に よ り 、 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ の 上 端 開 口
の 高 さ 位 置 、 即 ち 、 上 側 雌 筒 部 １ ３ ２ の 上 端 開 口 の 高 さ 位 置 を 上 下 に 調 節 自 在 と な っ て い
る 。 更 に 、 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ の 下 側 雌 筒 部 １ ３ ３ は 、 雄 筒 部 １ ３ １ に 対 す る 螺 合 量 を
調 節 し て 、 そ の 上 端 を 雄 筒 部 １ ３ １ の 所 定 高 さ 位 置 に 調 節 固 定 し た 上 側 雌 筒 部 １ ３ ２ の 下
端 に 当 接 さ せ る こ と に よ り 、 上 側 雌 筒 部 １ ３ ２ を 所 定 高 さ 位 置 に 位 置 決 め 保 持 す る 位 置 決
め 保 持 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 に よ れ ば 、 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ の 上 端 開 口 の 高 さ 位
置 を 高 さ 調 節 手 段 と し て の 上 側 雌 筒 部 １ ３ ２ に よ り 適 宜 変 更 す る こ と で 、 水 路 形 成 部 １ ０
の 上 流 部 １ １ の 水 位 を 所 望 水 位 に 調 節 し て 維 持 し 、 越 流 部 ５ ０ の 越 流 水 深 乃 至 越 流 水 量 の
調 節 及 び 水 路 形 成 部 １ ０ の 水 路 を 構 成 す る 下 流 部 １ ２ 内 を 流 れ る 水 の 流 量 調 節 を 簡 単 に 行
う こ と が で き る 。 更 に 、 雄 筒 部 １ ３ １ に 対 し て 上 側 雌 筒 部 １ ３ ２ を 時 計 回 り 方 向 ま た は 反
時 計 回 り 方 向 に 回 転 す る だ け で 、 上 側 雌 筒 部 １ ３ ２ の 上 端 の 高 さ 位 置 を 簡 単 に 増 減 変 更 す
る こ と が で き 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流 部 １ １ の 水 位 、 越 流 壁 ５ ０ の 越 流 水 深 、 下 流 部 １ ２
内 の 流 量 等 の 各 種 調 節 を 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 雄 筒 部 １ ３ １ に 対 し て 上 側 雌 筒
部 １ ３ ２ の 高 さ 位 置 を 調 節 し た 後 、 下 側 雌 筒 部 １ ３ ３ を 時 計 回 り 方 向 ま た は 反 時 計 回 り 方
向 に 回 転 し て 、 そ の 上 端 を 上 側 雌 筒 部 １ ３ ２ の 下 端 に 当 接 さ せ る こ と に よ り 、 上 側 雌 筒 部
１ ３ ２ を 調 節 高 さ 位 置 に 固 定 し て 位 置 ず れ を 防 止 す る こ と が で き 、 水 路 形 成 部 １ ０ の 上 流
部 １ １ の 水 位 、 越 流 壁 ５ ０ の 越 流 水 深 、 下 流 部 １ ２ 内 を 流 れ る 水 量 等 を 一 定 の 値 に 維 持 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 実 施 の 形 態 ５
　 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を 魚 道 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。 図 ８ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を 魚 道 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 平 面
図 で あ る 。 図 ９ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を プ ー ル 部 部 分 で 切 断 し た 状
態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 各 特 徴 に 加 え
、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ の 構 成 に 特 徴 を 有 す る 。 そ れ 以 外 の 構 成 は 、 実 施 の 形
態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 と 同 様 で あ る 。 即 ち 、 図 ７ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ５ に
係 る 魚 道 出 口 装 置 で は 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ は 、 河 川 の 横 断 工 作 物 よ り も 上
流 側 か ら の 流 水 （ ダ ム 湖 の 水 等 ） を 流 下 さ せ る た め の 水 路 を 形 成 す る 。 具 体 的 に は 、 水 路
形 成 部 ２ １ ０ は 、 実 施 の 形 態 １ の 上 流 部 １ １ と 同 様 の 上 流 部 １ １ と 下 流 部 ２ １ ２ と を 有 す
る 。 下 流 部 ２ １ ２ は 、 上 流 部 １ １ に 連 続 す る よ う 河 川 の 下 流 側 に 配 置 さ れ 、 流 向 に 沿 っ て
下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 路 か ら な る 。 具 体 的 に は 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ は 、 底 壁
２ １ ２ ａ と 、 底 壁 ２ １ ２ ａ の 幅 方 向 両 側 に 立 設 し た 一 対 の 側 壁 ２ １ ２ ｂ と を 有 し て い る 。
即 ち 、 下 流 部 １ １ は 斜 路 式 魚 道 部 と な っ て い る 。 そ し て 、 上 流 部 １ １ 及 び 下 流 部 ２ １ ２ に
よ り 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 直 線 水 路 が 形 成 さ れ て い る 。 更 に 、 下 流 部 ２ １ ２ の 底 壁 ２ １ ２
ａ に は 、 多 数 の 粗 石 ２ １ ２ ｃ の 下 部 が 埋 設 さ れ 、 粗 石 ２ １ ２ ｃ の 上 部 が 露 出 し て い る 。 な
お 、 図 ８ 及 び 図 ９ で は 、 説 明 の 便 宜 上 、 粗 石 ２ １ ２ ｃ の 図 示 を 省 略 し て い る 。 ま た 、 前 記
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落 と し 口 ６ ０ は 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ に お い て 越 流 壁 ５ ０ の 長 さ 方 向 端 部 付
近 、 即 ち 、 下 流 部 ２ １ ２ の 上 流 端 （ 越 流 壁 ５ ０ と の 境 界 部 ） の 左 端 コ ー ナ 部 に 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 更 に 、 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 で は 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ は 、 そ
の 下 流 側 の 所 定 長 部 分 の 中 央 部 及 び 右 側 部 に プ ー ル 部 ２ １ ３ を 有 し て い る 。 即 ち 、 下 流 部
２ １ ２ の 底 壁 ２ １ ２ ａ に は 、 左 側 の 側 壁 ２ １ ２ ｂ か ら 所 定 距 離 離 間 し た 位 置 に 、 左 右 の 側
壁 ２ １ ２ ｂ と 略 平 行 と な る よ う 、 平 板 状 の 隔 壁 ２ １ ３ ａ が 略 垂 直 に 立 設 さ れ て い る 。 ま た
、 下 流 部 ２ １ ２ の 底 壁 ２ １ ２ ａ の 下 流 端 に は 、 右 側 の 側 壁 ２ １ ２ ｂ の 下 流 端 と 前 記 隔 壁 ２
１ ３ ａ の 下 流 端 と を 一 体 に 連 結 す る よ う 、 平 板 状 の 隔 壁 ２ １ ３ ｂ が 略 垂 直 に 立 設 さ れ て い
る 。 そ し て 、 下 流 部 ２ １ ２ の 右 側 の 側 壁 ２ １ ２ ｂ と 前 記 隔 壁 ２ １ ３ ａ 及 び 隔 壁 ２ １ ３ ｂ と
に よ り 、 前 記 プ ー ル 部 ２ １ ３ が 上 端 を 開 口 し た 平 面 略 四 角 枠 状 と な る よ う に 形 成 さ れ て い
る 。 更 に 、 前 記 下 流 部 ２ １ ２ の 左 側 の 側 壁 ２ １ ２ ｂ 及 び 隔 壁 ２ １ ３ ａ 間 に 、 魚 道 出 口 装 置
を 接 続 す る 魚 道 ２ ０ １ へ の 接 続 通 路 ２ １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 よ っ て 、 下 流 部 ２ １ ２ の 側
壁 ２ １ ２ ｂ に 対 す る 側 壁 隔 壁 ２ １ ３ ａ の 位 置 は 、 魚 道 出 口 装 置 を 接 続 す る 魚 道 ２ ０ １ の 幅
に 応 じ て 、 下 流 部 ２ １ ２ の 左 側 の 側 壁 ２ １ ２ ｂ と 隔 壁 ２ １ ３ ａ と の 間 の 間 隔 が 魚 道 ２ ０ １
の 幅 と 同 一 と な る よ う に 設 定 す る 。 更 に 、 下 流 部 ２ １ ２ の プ ー ル 部 ２ １ ３ の 下 流 端 の 右 側
コ ー ナ 部 （ 右 側 の 側 壁 ２ １ ２ ｂ と 隔 壁 ２ １ ３ ｂ と の 間 の コ ー ナ 部 ） に は 、 排 水 口 ２ ２ １ が
設 け ら れ て い る 。 排 水 口 ２ ２ １ に は 排 水 管 ２ ２ ２ が 接 続 さ れ 、 排 水 口 ２ ２ １ か ら 流 入 し た
水 を 、 排 水 管 ２ ２ ２ を 介 し て 下 流 部 ２ １ ２ の プ ー ル 部 ２ １ ３ 外 部 に 排 出 し 、 プ ー ル 部 ２ １
３ の 水 位 を 略 一 定 に 維 持 す る と 共 に 、 プ ー ル 部 ２ １ ３ か ら 水 が 外 部 に あ ふ れ る こ と を 防 止
す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ こ で 、 前 記 下 流 部 ２ １ ２ の 底 壁 ２ １ ２ ａ は 、 越 流 壁 ５ ０ か ら 前 記 プ ー ル 部 ２ １ ３ に 向
か う 方 向 で は 流 向 に 沿 っ て 下 方 に 傾 斜 す る と 共 に 、 越 流 壁 ５ ０ 部 分 で は 落 と し 口 ６ ０ に 向
か っ て 下 方 に 傾 斜 す る よ う な 傾 斜 路 か ら な る 。 一 方 、 下 流 部 ２ １ ２ の プ ー ル 部 ２ １ ３ 部 分
の 底 壁 ２ １ ２ ａ は 、 流 向 に 沿 っ て 下 方 に 傾 斜 す る と 共 に 、 前 記 排 水 口 ２ ２ １ に 向 か っ て 下
方 に 傾 斜 す る よ う な 傾 斜 路 か ら な る 。 こ れ に よ り 、 越 流 壁 ５ ０ か ら の 越 流 は 、 下 流 部 １ ２
の 底 壁 １ ２ ａ に 沿 っ て プ ー ル 部 ２ １ ３ に 向 か っ て 流 れ る 。 そ し て 、 プ ー ル 部 ２ １ ３ 部 分 の
水 流 は 、 隔 壁 ２ １ ３ ｂ に 向 か っ て 流 れ る と 共 に 、 排 水 口 ２ ２ １ に 向 か っ て 流 れ る よ う に な
っ て い る 。 な お 、 下 流 部 ２ １ ２ の プ ー ル 部 ２ １ ３ と 接 続 通 路 ２ １ ４ と の 間 の 部 分 で は 、 プ
ー ル 部 ２ １ ３ か ら 接 続 通 路 ２ １ ４ へ の 水 流 が 滴 り 落 ち る 程 度 と な る よ う 、 底 壁 ２ １ ２ ａ の
傾 斜 を 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 排 水 口 ２ ２ １ は 、 そ の 上 端 開 口 の 高 さ 位 置 を
上 下 に 調 整 自 在 と す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 排 水 口 ２ ２
１ に 円 筒 状 の 管 材 ２ ２ ３ を 同 軸 状 に 挿 着 す る と 共 に 、 そ の 管 材 ２ ２ ３ を 排 水 口 ２ ２ １ に 対
し て 上 下 に 摺 動 し て 上 下 方 向 位 置 を 調 節 自 在 と す る 。 こ の 場 合 、 排 水 口 ２ ２ １ の 管 材 ２ ２
３ の 高 さ 位 置 を 上 下 に 調 節 す る こ と で 、 プ ー ル 部 ２ １ ３ の 水 深 （ 水 位 ） を 任 意 に 調 節 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 管 材 ２ ２ ３ を 実 施 の 形 態 ４ の 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ と 同 様 の 構 成 と
す る こ と に よ り 、 高 さ 調 節 自 在 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 が 適 用 さ れ る 魚 道 ２ ０ １ は 、 粗 石 付 急 斜 路 式 魚
道 で あ り 、 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ の 下 流
端 の 左 側 部 、 即 ち 、 前 記 左 側 の 側 壁 ２ １ ２ ｂ と 隔 壁 ２ １ ３ ａ と の 間 の 部 分 （ 接 続 部 ） を 魚
道 ２ ０ １ の 上 流 端 に 連 結 し て 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 と こ ろ で 、 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 上 流 部 １ １ に は 、
水 位 調 節 手 段 と し て の 排 水 管 ３ １ ま た は 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ は 設 け て い な い 。 こ の 場 合
も 、 揚 水 手 段 と し て の 揚 水 管 ２ １ か ら の 揚 水 量 を バ ル ブ ２ ２ に よ り 調 節 す る こ と に よ り 、
上 流 部 １ １ 内 の 水 位 を 一 定 に 維 持 し 、 越 流 壁 ５ ０ の 越 流 水 深 や 下 流 部 １ ２ の 流 量 を 一 定 に
維 持 す る こ と が で き る 。 更 に 、 実 施 の 形 態 ５ で は 、 排 水 口 ２ ２ １ が 下 流 部 ２ １ ２ の プ ー ル
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部 ２ １ ３ の 下 流 端 に 設 け ら れ て い る た め 、 こ の 排 水 口 ２ ２ １ の 高 さ 位 置 を 、 例 え ば 、 上 記
の よ う に し て 調 節 し て プ ー ル 部 ２ １ ３ の 水 位 を 調 節 す る こ と で 、 特 に 下 流 部 ２ １ ２ に お け
る 水 位 ま た は 流 量 を 調 節 す る こ と も 可 能 と な る 。 し か し 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装
置 の よ う に 、 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 に お い て も 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 上 流 部 １
１ に 、 水 位 調 節 手 段 と し て の 排 水 管 ３ １ ま た は 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ を 設 け て も よ い 。 ま
た 、 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 に お い て 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の よ う
に 越 流 壁 １ ５ ０ を 所 定 傾 斜 角 度 で 設 置 し た り 、 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の よ う に
返 し 部 １ ６ １ を 有 す る 落 と し 口 １ ６ ０ を 設 け た り す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 使 用 方 法 並 び に 作 用 及 び 効 果
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 し た 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 使 用 方 法 並 び に 作 用 及
び 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 図 ７ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 魚 道 の 出 口 に 連 結 し て
設 置 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 魚 道 出 口 装 置 の 揚 水 手 段 と し て の 揚 水 管 ２ １ か ら 、 ダ ム 湖 等 の
水 を 揚 水 し て 、 上 流 部 １ １ に 供 給 す る 。 す る と 、 上 流 部 １ １ 内 に 水 が 充 填 さ れ 、 上 流 部 １
１ 内 の 水 位 が 第 １ の 所 定 水 位 （ 越 流 開 始 水 位 ） 以 上 、 即 ち 、 越 流 壁 ５ ０ の 上 端 （ 天 端 ） の
高 さ 以 上 と な っ た と き に 、 上 流 部 １ １ の 水 が 越 流 壁 ５ ０ を 越 流 す る 。 そ し て 、 上 流 部 １ １
の 水 位 が 、 第 ２ の 所 定 水 位 （ 調 整 水 位 ） 、 即 ち 、 前 記 越 流 壁 ５ ０ の 所 定 越 流 水 深 を 実 現 す
る 水 位 と な る と 、 揚 水 手 段 の バ ル ブ ２ ２ 等 を 調 節 す る こ と に よ り 、 上 流 部 １ １ 内 の 水 位 が
一 定 水 位 に 維 持 さ れ 、 越 流 壁 ５ ０ の 越 流 水 深 が 一 定 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の よ う に し て 形 成 さ れ た 越 流 壁 ５ ０ か ら の 越 流 は 、 下 流 部 ２ １ ２ 側 に 傾 斜 し て 突 出 す
る よ う 屈 曲 す る 越 流 壁 ５ ０ の 上 部 の 上 端 鋭 角 コ ー ナ 部 か ら 下 方 に 落 下 し て 剥 離 流 と な る 。
こ の 剥 離 流 は 、 越 流 壁 ５ ０ の 長 さ 方 向 全 体 に わ た っ て 形 成 さ れ 、 越 流 壁 ５ ０ の 直 近 位 置 に
お い て 、 下 流 部 ２ １ ２ の 底 壁 ２ １ ２ ａ に 向 か っ て 落 下 す る 。 こ の と き 、 揚 水 手 段 と し て の
揚 水 管 ２ １ 等 に よ り 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 上 流 部 １ １ に 揚 水 し た と き に 発 生 す る 可 能 性 の あ
る 乱 流 は 、 整 流 板 ４ １ に よ り 整 流 さ れ る 。 ま た 、 下 流 部 ２ １ ２ に 落 下 し た 水 は 、 下 流 部 ２
１ ２ の 底 壁 ２ １ ２ ａ の 傾 斜 に 沿 っ て 下 流 部 ２ １ ２ を 流 下 し 、 下 流 部 ２ １ ２ に お い て 魚 類 等
の 遡 上 路 を 形 成 す る 。 更 に 、 下 流 部 ２ １ ２ を 流 下 し た 水 は 、 プ ー ル 部 ２ １ ３ に 流 入 し て プ
ー ル 部 ２ １ ３ 内 を 充 填 し 、 遡 上 し た 魚 類 等 の 急 速 場 所 等 を 形 成 す る 。 加 え て 、 プ ー ル 部 ２
１ ３ が 所 定 水 位 以 上 と な る と 、 プ ー ル 部 ２ １ ３ 内 の 水 は 、 排 水 口 ２ ２ １ か ら 排 水 管 ２ ２ ２
を 介 し て 外 部 に 排 出 さ れ 、 排 水 口 ２ ２ １ に よ っ て も 下 流 部 ２ １ ２ に お け る 流 量 調 節 が 行 わ
れ る 。 一 方 、 下 流 部 ２ １ ２ を 流 下 し た 水 は 、 接 続 通 路 ２ １ ４ を 介 し て 魚 道 ２ ０ １ に 流 入 し
、 魚 道 ２ ０ １ に 沿 っ て 流 下 し て 、 魚 道 ２ ０ １ に お い て 魚 類 等 の 遡 上 路 を 形 成 す る 。 な お 、
図 ７ 中 の 矢 印 は 、 上 流 部 １ １ か ら の 水 が 、 越 流 壁 ５ ０ を 経 て 下 流 部 ２ １ ２ へ と 向 か う 水 流
の 方 向 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 よ っ て 、 魚 道 ２ ０ １ を 流 向 に 逆 ら っ て 遡 上 す る 魚 類 等 は 、 接 続 通 路 ２ １ ４ を 流 向 に 逆 ら
っ て 遡 上 し 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ 内 に 進 入 す る 。 そ し て 、 下 流 部 ２ １ ２ に 進
入 し た 魚 類 等 は 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ を 上 流 に 向 か っ て 越 流 壁 ５ ０ ま で 遡 上
す る 。 こ の と き 、 魚 類 等 は 、 越 流 壁 ５ ０ か ら の 越 流 に 向 か っ て 更 に 遡 上 し よ う と す る が 、
越 流 壁 ５ ０ か ら の 越 流 が 剥 離 流 で あ る た め 、 そ の 剥 離 流 に よ り 遡 上 を 阻 止 さ れ る 。 す る と
、 遡 上 を 阻 ま れ た 魚 類 等 は 、 遡 上 路 を 探 し て 越 流 壁 ５ ０ に 沿 っ て 遊 泳 し 、 最 終 的 に 落 と し
口 ６ ０ に 誘 導 さ れ て 、 落 と し 口 ６ ０ 内 に 落 下 す る 。 な お 、 こ の と き 、 上 記 実 施 の 形 態 の よ
う に 、 下 流 部 ２ １ ２ の 底 壁 ２ １ ２ ａ を 、 越 流 壁 ５ ０ 付 近 で は 落 と し 口 ６ ０ に 向 か っ て 下 方
に 傾 斜 さ せ る こ と も で き る 。 こ う す る と 、 下 流 部 ２ １ ２ の 越 流 壁 ５ ０ 付 近 に お け る 水 深 が
、 落 と し 口 １ ６ ０ と 反 対 側 の 端 部 が 最 も 浅 く 、 落 と し 口 ６ ０ に 向 か っ て 徐 々 に 深 く な る 。
よ っ て 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ を 遡 上 す る 魚 類 等 が 、 極 端 な 水 表 面 部 を 遊 泳 し
な い と い う そ の 習 性 に よ り 、 反 落 と し 口 側 の 浅 い 水 深 部 分 か ら 落 と し 口 ６ ０ 側 の 深 い 水 深
部 分 へ と 誘 導 さ れ る 。 そ の 結 果 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ を 遡 上 す る 魚 類 等 を 、
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落 と し 口 ６ ０ へ と よ り 効 果 的 に 誘 導 す る こ と が で き る 。 し か し 、 下 流 部 ２ １ ２ の 底 壁 ２ １
２ ａ を 、 越 流 壁 ５ ０ 付 近 で 落 と し 口 ６ ０ に 向 か っ て 下 方 に 傾 斜 さ せ る こ と な く 、 同 一 高 さ
と す る こ と も で き る 。 そ の 結 果 、 実 施 の 形 態 ５ の 魚 道 出 口 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ の 魚 道 出
口 装 置 と 同 様 の 作 用 及 び 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 更 に 、 魚 道 ２ ０ １ の 水 路 幅 （ 幅 員 ） は 、 魚 道 出 口 装 置 の 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １
２ の 水 路 幅 （ 幅 員 ） よ り 相 当 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 魚 道 出 口 装 置 の 水 路 形
成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ に お い て 、 下 流 部 １ ２ の 水 量 が 、 落 と し 口 ６ ０ か ら 誘 導 管 ７ １
へ の 流 入 及 び プ ー ル 部 ２ １ ３ へ の 流 入 に 伴 い 減 少 し た 場 合 に も 、 魚 道 ２ ０ １ に お い て 遡 上
路 を 形 成 す る た め に 必 要 な 流 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 ７ 中 の 矢 印 は 、 越 流 壁
５ ０ か ら の 越 流 の 方 向 及 び 下 流 部 １ ２ の 水 流 の 方 向 を そ れ ぞ れ 示 す 。 ま た 、 図 ７ 中 の 水 路
形 成 部 ２ １ ０ 内 に お い て 二 点 差 線 で 示 す 面 Ｗ は 、 上 流 部 １ １ 内 の 水 面 及 び 越 流 壁 ５ ０ か ら
の 越 流 の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 実 施 の 形 態 ６
　 図 １ ０ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を ダ ム 用 魚 道 に 対 し て 魚 類 等 の 遡 上
対 策 用 と し て 適 用 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ダ ム 用 魚 道 の 下 流 側 経 路 ３
０ １ と 上 流 側 経 路 ３ ０ ２ と の 間 に 、 そ れ ら と 略 直 交 す る よ う 介 装 し て 設 置 さ れ る 。 詳 細 に
は 、 ダ ム 用 魚 道 の 下 流 側 経 路 ３ ０ １ と 上 流 側 経 路 ３ ０ ２ と は 、 所 定 距 離 を 置 い て 互 い に 平
行 に 配 置 さ れ て い る 。 一 方 、 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 各 実 施 の 形 態 で 述
べ た よ う な 水 路 形 成 部 ２ １ ０ 、 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ 、 越 流 壁 １ ５ ０ 、 落 と し 口 １ ６ ０ 、
誘 導 管 ７ １ 等 を 備 え て い る 。 ま た 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ は 、 ダ ム 用 魚 道 の 下 流 側 経 路 ３ ０ １
の 上 流 端 と 上 流 側 経 路 ３ ０ ２ の 下 流 端 と の 間 を 連 結 す る よ う 、 そ れ ら と 略 直 交 状 態 で 直 線
的 に 延 び て い る 。 更 に 、 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部
２ １ ２ の 接 続 通 路 ２ １ ４ と 前 記 ダ ム 用 魚 道 の 下 流 側 経 路 ３ ０ １ の 上 流 端 と を 連 結 す る 連 結
通 路 ３ １ １ を 備 え て い る 。 連 結 通 路 ３ １ １ は 、 下 流 部 ２ １ ２ の 左 右 の 側 壁 ２ １ ２ ｂ 間 に 対
応 す る 長 さ を 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 上 流 部 １ １ 側 に 若 干 接 近 す る よ う 湾 曲 し な が ら 、 水 路
形 成 部 ２ １ ０ の 略 幅 方 向 全 体 （ 図 １ ０ 中 の 略 左 右 方 向 ） に 延 び て い る 。 ま た 、 実 施 の 形 態
６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 流 部 １ １ の 水 流 方 向 か ら 見 た 左 端 側 （ 図 １ ０ 中 の 左 端 側 ） と
前 記 ダ ム 用 魚 道 の 上 流 側 経 路 ３ ０ ２ の 下 流 端 と を 連 結 す る 連 結 通 路 ３ １ ２ を 備 え て い る 。
な お 、 前 記 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ の 左 右 両 側 壁 ２ １ ２ ｂ は 上 流 部 １ １ ま で 延 び
、 上 流 部 １ １ の 左 右 両 側 壁 を も 構 成 し て い る 。 そ し て 、 前 記 連 結 通 路 ３ １ ２ は 、 水 路 形 成
部 ２ １ ０ の 一 方 （ 図 １ ０ 中 の 左 側 ） の 側 壁 ２ １ ２ ｂ か ら 前 記 ダ ム 用 魚 道 の 上 流 側 経 路 ３ ０
２ の 下 流 端 ま で の 長 さ を 、 上 流 側 経 路 ３ ０ ２ の 長 さ 方 向 （ 図 １ ０ 中 の 左 右 方 向 ） に 延 び て
い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 更 に 、 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 前 記 連 絡 通 路 ３ １ ２ に 連 通 し て 、 前 記 上 流
部 １ １ に 接 近 す る 方 向 に 湾 曲 し な が ら 延 び る 連 絡 通 路 ３ １ ３ を 備 え て い る 。 連 絡 通 路 ３ １
３ の 先 端 開 口 に は 、 角 落 部 材 ３ １ ４ が 着 脱 自 在 に 横 断 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 実 施 の 形 態
６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 右 側 に 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ を 備 え て い る
。 即 ち 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ は 、 前 記 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 側 壁 ２ １ ２ ｂ と 、 連 絡 通 路 ３ １
３ の 内 側 に 配 置 さ れ た 隔 壁 ３ １ ５ ａ と 、 連 絡 通 路 ３ １ ２ の 外 側 の 側 壁 ３ １ ２ ａ に 接 続 す る
隔 壁 ３ １ ５ ｂ と の 間 の 平 面 略 三 角 形 状 の 領 域 に よ り 形 成 さ れ る 。 ま た 、 実 施 の 形 態 ６ に 係
る 魚 道 出 口 装 置 は 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ 内 の 所 定 位 置 に 揚 水 手 段 と し て の 揚 水 管 ３ ２ ０ を
垂 直 に 立 設 配 置 し て い る 。 揚 水 管 ３ ２ ０ は 、 実 施 の 形 態 １ の 揚 水 手 段 の 揚 水 管 ２ １ と 同 様
の 給 水 構 造 （ 圧 送 構 造 ） を 有 し 、 ダ ム 湖 等 の 水 を 揚 水 し て 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ 内 に 供 給 す
る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 揚 水 手 段 は 、 実 施 の 形 態 １ の 揚 水 手 段 と 同 様 、 揚 水 管 ３ ２ ０
か ら の 揚 水 量 を 調 節 自 在 で あ る 。 な お 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ の プ ー ル 部 ２ １

10

20

30

40

50

(18) JP 2006-9241 A 2006.1.12



３ よ り 上 流 側 に は 、 補 助 排 水 管 ３ ２ １ が 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 排 水 口 ２ ２ １ か ら の 排
水 量 が 十 分 で な い 等 の 必 要 時 に 、 補 助 排 水 管 ３ ２ １ を 介 し て 、 下 流 部 ２ １ ２ 内 の 水 を 外 部
に 排 出 し 、 下 流 部 ２ １ ２ の 流 量 を 一 層 容 易 に 調 節 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 揚 水 側
貯 水 部 ３ １ ５ の 隔 壁 ３ １ ５ ｂ 側 に は 、 補 助 排 水 管 ３ ２ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 揚 水
手 段 ３ ２ ０ に よ る 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ へ の 揚 水 量 が 過 大 で あ る 等 の 必 要 時 に 、 補 助 排 水 管
３ ２ ２ を 介 し て 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ 内 の 水 を 外 部 に 排 出 し 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ の 水 位
を 一 層 容 易 に 調 節 で き る よ う に な っ て い る 。 更 に 、 前 記 角 落 部 材 ３ １ ４ は 、 揚 水 側 貯 水 部
３ １ ５ と 連 絡 通 路 ３ １ ３ と の 間 の 遮 断 し 、 魚 類 等 が 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ と 連 絡 通 路 ３ １ ３
と の 間 を 往 来 し な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ こ で 、 前 記 下 流 部 ２ １ ２ の 底 壁 ２ １ ２ ａ は 、 上 記 の よ う に 、 そ の 全 体 が 前 記 プ ー ル 部
２ １ ３ 内 の 排 水 口 ２ ２ １ 及 び 接 続 通 路 ２ １ ４ に 向 か っ て 、 所 定 の 勾 配 （ 例 え ば 、 １ ／ ３ ０
程 度 の 勾 配 ） で 下 方 に 傾 斜 す る よ う な 粗 石 付 き 傾 斜 路 と な っ て い る 。 ま た 、 上 流 部 １ １ 内
の 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ は 、 実 施 の 形 態 ４ で 述 べ た よ う な 構 造 に よ り 、 例 え ば 、 １ ０ ｃ ｍ
程 度 の 範 囲 で 、 そ の 上 端 開 口 の 高 さ 位 置 を 調 節 自 在 と な っ て い る 。 同 様 に 、 下 流 部 ２ １ ２
の プ ー ル 部 ２ １ ３ 内 の 排 水 口 ２ ２ １ は 、 実 施 の 形 態 ４ の 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ と 同 様 の 構
造 と す る こ と が で き 、 例 え ば 、 １ ０ ｃ ｍ 程 度 の 範 囲 で 、 そ の 上 端 開 口 の 高 さ 位 置 を 調 節 自
在 と な っ て い る 。 更 に 、 前 記 連 絡 通 路 ３ １ ２ の 底 壁 は 、 前 記 ダ ム 用 魚 道 の 上 流 側 経 路 ３ ０
２ へ と 向 か っ て 上 方 に 傾 斜 す る 粗 石 付 き 傾 斜 路 と な っ て い る 。 ま た 、 前 記 連 絡 通 路 ３ １ ３
の 底 壁 及 び 連 絡 通 路 ３ １ １ の 底 壁 は 、 前 記 ダ ム 用 魚 道 の 下 流 側 経 路 ３ ０ ２ へ と 向 か っ て 下
方 に 所 定 勾 配 （ 例 え ば 、 １ ／ １ ０ 程 度 の 勾 配 ） で 傾 斜 す る 粗 石 付 き 傾 斜 路 と な っ て い る 。
一 方 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ の 底 壁 及 び 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 上 流 部 １ １ の 底 壁 は 、 揚 水 側 貯
水 部 ３ １ ５ 及 び 上 流 部 １ １ の 貯 水 機 能 や 、 後 述 す る 魚 類 等 の 降 下 時 の 場 合 等 を 考 慮 し て 、
高 低 差 の な い 平 坦 面 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 プ ー ル 部 ２ １ ３ 内 の 排 水 口 ２ ２ １ に
は 、 そ の 上 端 開 口 を 閉 塞 す る 着 脱 自 在 な 蓋 部 材 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 使 用 方 法 並 び に 作 用 及 び 効 果
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 し た 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 使 用 方 法 並 び に 作 用 及
び 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ダ ム 用 魚 道 の 下 流 側 経 路 ３
０ １ と 上 流 側 経 路 ３ ０ ２ と の 間 に 連 結 し て 設 置 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 魚 道 出 口 装 置 の 揚 水
手 段 に よ り 、 ダ ム 湖 の 水 を 揚 水 し て 、 揚 水 管 ３ ２ ０ か ら 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ 内 に 揚 水 す る
。 す る と 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ に 貯 水 が 行 わ れ 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ の 水 が 上 流 部 １ １ へ
と 流 動 し て 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ 及 び 上 流 部 １ １ に 貯 水 が 行 わ れ る 。 上 流 部 １ １ 内 に 充 填
さ れ た 水 は 、 そ の 水 位 上 昇 に 伴 い 、 ダ ム 用 魚 道 の 上 流 側 経 路 ３ ０ ２ 内 に 流 入 し 、 上 流 側 経
路 ３ ０ ２ 内 に 魚 類 等 の 遡 上 経 路 を 形 成 す る 。 ま た 、 上 流 部 １ １ 内 に 水 が 充 填 さ れ 、 上 流 部
１ １ 内 の 水 位 が 第 １ の 所 定 水 位 （ 越 流 開 始 水 位 ） 以 上 、 即 ち 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 上 端 （ 天 端
） の 高 さ 以 上 と な っ た と き に 、 上 流 部 １ １ の 水 が 越 流 壁 １ ５ ０ を 越 流 す る 。 そ し て 、 上 流
部 １ １ の 水 位 が 、 第 ２ の 所 定 水 位 （ 調 整 水 位 ） 、 即 ち 、 前 記 越 流 壁 １ ５ ０ の 所 定 越 流 水 深
を 実 現 す る 水 位 と な る と 、 水 位 調 整 手 段 と し て の 流 量 調 節 排 水 管 １ ３ ０ に よ り 、 上 流 部 １
１ 内 の 水 位 が 一 定 水 位 に 維 持 さ れ 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 越 流 水 深 が 一 定 に 維 持 さ れ る 。 即 ち 、
こ の と き 、 上 流 部 １ １ 内 の 流 量 調 節 配 水 管 １ ３ ０ の 上 端 に 上 流 部 １ １ の 水 が 流 入 し 、 流 量
調 節 排 水 管 １ ３ １ を 介 し て 上 流 部 １ １ 内 の 余 分 な 水 が 外 部 に 排 出 さ れ 、 上 流 部 １ １ 内 の 水
位 が 前 記 第 ２ の 所 定 水 位 （ 調 整 水 位 ） に 維 持 さ れ て 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 越 流 水 深 が 所 定 水 深
に 維 持 さ れ る 。 ま た 、 揚 水 手 段 に よ り 揚 水 管 ３ ２ ０ か ら の 揚 水 量 を 調 整 す る こ と に よ っ て
も 、 上 流 部 １ １ 内 の 水 位 が 前 記 第 ２ の 所 定 水 位 （ 調 整 水 位 ） に 維 持 さ れ て 、 越 流 壁 １ ５ ０
の 越 流 水 深 が 所 定 水 深 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う に し て 形 成 さ れ た 越 流 壁 １ ５ ０ か ら の 越 流 は 、 下 流 部 ２ １ ２ 側 に 傾 斜 し て 突 出
す る よ う 屈 曲 す る 越 流 壁 １ ５ ０ の 上 部 の 上 端 鋭 角 コ ー ナ 部 か ら 下 方 に 落 下 し て 剥 離 流 と な
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る 。 こ の 剥 離 流 は 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 長 さ 方 向 全 体 に わ た っ て 形 成 さ れ 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 直
近 位 置 に お い て 、 下 流 部 ２ １ ２ の 底 壁 ２ １ ２ ａ に 向 か っ て 落 下 す る 。 こ の と き 、 揚 水 手 段
と し て の 揚 水 管 ３ ２ ０ 等 に よ り 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 上 流 部 １ １ に 揚 水 し た と き に 発 生 す る
可 能 性 の あ る 乱 流 を 整 流 す べ く 、 前 記 整 流 板 ４ １ と 同 様 の 整 流 手 段 を 設 け て も よ い 。 下 流
部 ２ １ ２ に 落 下 し た 水 は 、 下 流 部 ２ １ ２ の 底 壁 ２ １ ２ ａ の 傾 斜 に 沿 っ て 下 流 部 ２ １ ２ を 流
下 し 、 下 流 部 ２ １ ２ に お い て 魚 類 等 の 遡 上 路 を 形 成 す る 。 ま た 、 下 流 部 ２ １ ２ を 流 下 し た
水 は 、 プ ー ル 部 ２ １ ３ に 流 入 し て プ ー ル 部 ２ １ ３ 内 を 充 填 し 、 遡 上 し た 魚 類 等 の 急 速 場 所
等 を 形 成 す る 。 更 に 、 プ ー ル 部 ２ １ ３ が 所 定 水 位 以 上 と な る と 、 プ ー ル 部 ２ １ ３ 内 の 水 は
、 流 量 調 節 排 水 管 と し て 機 能 す る 排 水 口 ２ ２ １ か ら 排 水 管 ２ ２ ２ を 介 し て 外 部 に 排 出 さ れ
、 排 水 口 ２ ２ １ に よ っ て も 下 流 部 ２ １ ２ に お け る 流 量 調 節 が 行 わ れ る 。 一 方 、 下 流 部 ２ １
２ を 流 下 し た 水 は 、 接 続 通 路 ２ １ ４ か ら 連 絡 通 路 ３ １ １ を 介 し て 、 ダ ム 用 魚 道 の 下 流 側 経
路 ３ ０ １ に 流 入 し 、 下 流 側 経 路 ３ ０ １ に 沿 っ て 流 下 し て 、 下 流 側 経 路 ３ ０ １ に お い て 魚 類
等 の 遡 上 路 を 形 成 す る 。 な お 、 図 １ 中 の 細 矢 印 は 、 揚 水 管 ３ ２ ０ か ら 上 流 部 １ １ 及 び 越 流
壁 １ ５ ０ を 経 て 下 流 部 ２ １ ２ へ と 向 か う 水 流 の 方 向 、 並 び に 、 下 流 部 ２ １ ２ か ら ダ ム 用 魚
道 の 下 流 側 経 路 ３ ０ １ へ と 向 か う 水 流 の 方 向 を そ れ ぞ れ 示 す 。 な お 、 こ の と き 、 水 路 形 成
部 ２ １ ０ の 接 続 通 路 ２ １ ４ か ら の 水 流 は 、 連 絡 通 路 ３ １ ３ へ も 流 入 す る が 、 連 絡 通 路 ３ １
３ の 先 端 は 角 落 部 材 ３ １ ４ に よ り 遮 断 さ れ て い る た め 、 連 絡 通 路 ３ １ ３ 内 の 水 流 は 実 質 的
に 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 よ っ て 、 ダ ム 用 魚 道 の 下 流 側 経 路 ３ ０ １ を 流 向 に 逆 ら っ て 遡 上 す る 魚 類 等 は 、 連 絡 通 路
３ １ １ 及 び 接 続 通 路 ２ １ ４ を 流 向 に 逆 ら っ て 遡 上 し 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ 内
に 進 入 す る 。 な お 、 連 絡 通 路 ３ １ ３ に は 水 流 が 発 生 し な い た め 、 魚 類 等 が 連 絡 通 路 ３ １ ３
に 進 入 す る こ と は な い が 、 万 一 、 魚 類 等 が 連 絡 通 路 ３ １ ３ に 進 入 し た 場 合 で も 、 連 絡 通 路
３ １ ３ の 先 端 は 角 落 部 材 ３ １ ４ に よ り 遮 断 さ れ て い る た め 、 魚 類 等 が 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５
に 迷 入 す る こ と は な い 。 そ し て 、 下 流 部 ２ １ ２ に 進 入 し た 魚 類 等 は 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の
下 流 部 ２ １ ２ を 上 流 に 向 か っ て 越 流 壁 １ ５ ０ ま で 遡 上 す る 。 こ の と き 、 魚 類 等 は 、 越 流 壁
１ ５ ０ か ら の 越 流 に 向 か っ て 更 に 遡 上 し よ う と す る が 、 越 流 壁 １ ５ ０ か ら の 越 流 が 剥 離 流
で あ る た め 、 そ の 剥 離 流 に よ り 遡 上 を 阻 止 さ れ る 。 す る と 、 遡 上 を 阻 ま れ た 魚 類 等 は 、 遡
上 路 を 探 し て 越 流 壁 １ ５ ０ に 沿 っ て 遊 泳 し 、 最 終 的 に 落 と し 口 １ ６ ０ に 誘 導 さ れ て 、 落 と
し 口 １ ６ ０ 内 に 落 下 す る 。 な お 、 こ の と き 、 上 記 実 施 の 形 態 の よ う に 、 下 流 部 ２ １ ２ の 底
壁 ２ １ ２ ａ を 、 越 流 壁 １ ５ ０ 付 近 で は 落 と し 口 １ ６ ０ に 向 か っ て 下 方 に 傾 斜 さ せ る こ と も
で き る 。 こ う す る と 、 下 流 部 ２ １ ２ の 越 流 壁 １ ５ ０ 付 近 に お け る 水 深 が 、 落 と し 口 １ ６ ０
と 反 対 側 の 端 部 が 最 も 浅 く 、 落 と し 口 １ ６ ０ に 向 か っ て 徐 々 に 深 く な る 。 よ っ て 、 水 路 形
成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ を 遡 上 す る 魚 類 等 が 、 極 端 な 水 表 面 部 を 遊 泳 し な い と い う そ の
習 性 に よ り 、 反 落 と し 口 側 の 浅 い 水 深 部 分 か ら 落 と し 口 １ ６ ０ 側 の 深 い 水 深 部 分 へ と 誘 導
さ れ る 。 そ の 結 果 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 下 流 部 ２ １ ２ を 遡 上 す る 魚 類 等 を 、 落 と し 口 １ ６
０ へ と よ り 効 果 的 に 誘 導 す る こ と が で き る 。 し か し 、 下 流 部 ２ １ ２ の 底 壁 ２ １ ２ ａ を 、 越
流 壁 １ ５ ０ 付 近 で 落 と し 口 １ ６ ０ に 向 か っ て 下 方 に 傾 斜 さ せ る こ と な く 、 同 一 高 さ と す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 こ の と き 、 上 記 実 施 の 形 態 の よ う に 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 落 と し 口 １ ６ ０ に 対 応 す る
位 置 に 切 欠 き 部 を 設 け る こ と も で き る 。 こ う す る と 、 落 と し 口 １ ６ ０ 近 辺 で 、 越 流 壁 １ ５
０ の 切 欠 き 部 か ら 、 他 の 部 分 よ り も 大 量 の 越 流 が 、 他 の 部 分 よ り 大 き な 流 速 で 剥 離 流 と な
っ て 落 下 す る 。 即 ち 、 越 流 壁 １ ５ ０ の 切 欠 き 部 か ら の 越 流 量 （ 越 流 水 深 ） が 、 他 の 部 分 の
越 流 量 （ 越 流 水 深 ） よ り 大 き く な り 、 切 欠 き 部 か ら よ り 多 量 の 剥 離 流 が 落 と し 口 １ ６ ０ 及
び 落 と し 口 １ ６ ０ の 近 傍 部 分 に 落 下 す る 。 よ っ て 、 こ の 場 合 、 越 流 壁 １ ５ ０ に 沿 っ て 落 と
し 口 １ ６ ０ 方 向 に 誘 導 さ れ た 魚 類 等 を 、 前 記 切 欠 き 部 か ら の 多 量 の 越 流 に よ る 速 い 流 れ に
よ り 一 層 効 果 的 に 落 と し 口 １ ６ ０ へ と 落 下 さ せ る こ と が で き る 。 し か し 、 越 流 壁 １ ５ ０ に
切 欠 き 部 を 設 け な い 場 合 で も 、 魚 類 等 は 、 最 終 的 に 落 と し 口 １ ６ ０ へ と 誘 導 さ れ 、 越 流 壁
１ ５ ０ か ら の 剥 離 流 に よ り 落 と し 口 １ ６ ０ 内 へ と 落 下 す る 。 そ の 結 果 、 実 施 の 形 態 ６ の 魚
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道 出 口 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ の 魚 道 出 口 装 置 と 同 様 の 作 用 及 び 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を ダ ム 用 魚 道 に 対 し て 魚 類 等 の 降 下
対 策 用 と し て 適 用 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
　 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 ダ ム 湖 か ら 河 川 の 下 流 側 へ と 降 下 す る 降 下 魚 対 策
と し て も 使 用 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 こ の 場 合 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 魚 道 出 口 装 置 の
連 絡 通 路 ３ １ ３ の 先 端 開 口 か ら 角 落 部 材 ３ １ ４ を 取 外 し 、 連 絡 通 路 ３ １ ３ の 先 端 開 口 を 開
放 し て 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ と 連 通 す る 。 一 方 、 魚 道 出 口 装 置 の 水 路 形 成 部 ２ １ ０ の 接 続
通 路 ２ １ ４ の 先 端 （ 連 絡 通 路 ３ １ １ と の 接 続 端 ） の 開 口 に 前 記 角 落 部 材 ３ １ ４ を 着 脱 自 在
に 横 断 配 置 し て 、 接 続 通 路 ２ １ ４ の 先 端 開 口 を 遮 蔽 し 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ と 連 絡 通 路 ３ １
１ と の 間 の 遮 断 し 、 魚 類 等 が 連 絡 通 路 ３ １ １ か ら 水 路 形 成 部 ２ １ ０ 内 に 進 入 し な い よ う に
す る 。 即 ち 、 水 路 形 成 部 ２ １ ０ は 遡 上 魚 の 遡 上 経 路 を 形 成 す る も の で あ る た め 、 降 下 魚 の
降 下 経 路 と し て は 使 用 し な い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の 状 態 で 、 魚 道 出 口 装 置 の 揚 水 手 段 に よ り 、 ダ ム 湖 の 水 を 揚 水 し て 、 揚 水 管 ３ ２ ０ か
ら 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ 内 に 揚 水 す る 。 す る と 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ に 貯 水 が 行 わ れ 、 揚 水
側 貯 水 部 ３ １ ５ の 水 が 上 流 部 １ １ へ と 流 動 し て 、 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ 及 び 上 流 部 １ １ に 貯
水 が 行 わ れ る 。 上 流 部 １ １ 内 に 充 填 さ れ た 水 は 、 そ の 水 位 上 昇 に 伴 い 、 ダ ム 用 魚 道 の 上 流
側 経 路 ３ ０ ２ 内 に 流 入 し 、 上 流 側 経 路 ３ ０ ２ 内 に 魚 類 等 の 降 下 経 路 を 形 成 す る 。 一 方 、 揚
水 側 貯 水 部 ３ １ ５ 内 の 水 は 、 そ の 水 位 上 昇 に 伴 い 、 連 絡 通 路 ３ １ ３ の 先 端 開 口 か ら 連 絡 通
路 ３ １ ３ 内 に 流 入 し 、 連 絡 通 路 ３ １ ３ 及 び 連 絡 通 路 ３ １ １ を 経 て 、 ダ ム 用 魚 道 の 下 流 側 経
路 ３ ０ １ 内 に 流 入 す る 。 そ し て 、 連 絡 通 路 ３ １ ３ 、 連 絡 通 路 ３ １ １ 及 び ダ ム 用 魚 道 の 下 流
側 経 路 ３ ０ １ 内 に 流 入 し た 水 は 、 連 絡 通 路 ３ １ ３ 、 連 絡 通 路 ３ １ １ 及 び ダ ム 用 魚 道 の 下 流
側 経 路 ３ ０ １ 内 に 魚 類 等 の 降 下 経 路 を 形 成 す る 。 な お 、 上 流 部 １ １ か ら 越 流 壁 １ ５ ０ を 越
流 し て 下 流 部 ２ １ ２ 内 に 進 入 し た 水 は 、 最 終 的 に 、 プ ー ル 部 ２ １ ３ の 排 水 口 ２ ２ １ か ら 排
水 管 ２ ２ ２ を 介 し て 外 部 に 排 出 さ れ る た め 、 下 流 部 ２ １ ２ 内 の 水 が 角 落 部 材 ３ １ ４ を 越 え
て 連 絡 通 路 ３ １ １ 内 に 流 入 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 そ し て 、 ダ ム 用 魚 道 の 上 流 側 経 路 ３ ０ ２ を 降 下 時 の 習 性 に よ り 降 下 す る 魚 類 等 は 、 連 絡
通 路 ３ １ ２ 及 び 上 流 部 １ １ か ら 揚 水 側 貯 水 部 ３ １ ５ を 経 て 、 連 絡 通 路 ３ １ ３ 、 連 絡 通 路 ３
１ １ 及 び ダ ム 用 魚 道 の 下 流 側 経 路 ３ ０ １ 内 の 降 経 経 を 降 下 す る 。 そ の 結 果 、 実 施 の 形 態 ６
の 魚 道 出 口 装 置 は 、 上 記 の よ う に 、 遡 上 魚 対 策 と し て 使 用 す る こ と が で き る 他 、 降 下 魚 対
策 と し て も 効 果 的 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 と こ ろ で 、 本 発 明 に 係 る 魚 道 出 口 装 置 は 、 ダ ム の み な ら ず 、 堰 、 頭 首 工 等 の 全 て の 横 断
工 作 物 （ 堰 堤 ） に 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 越 流 壁 ５ ０ ， １ ５ ０ は 、 実 施 の 形 態 １ の
よ う な 形 状 以 外 に も 、 逆 Ｌ 字 板 状 と す る 等 、 剥 離 流 を 形 成 で き る 限 り に お い て 任 意 の 形 状
と す る こ と が で き る 。 更 に 、 本 発 明 に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を 適 用 す る 魚 道 と し て は 、 階 段 式
魚 道 等 以 外 に も 、 遡 上 種 に 応 じ て 、 ア イ ス ハ ー バ ー 型 魚 道 、 ト ラ ッ ク 式 ス パ イ ラ ル 魚 道 等
、 任 意 の 魚 道 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を 魚 道 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を 魚 道 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 平
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を 魚 道 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 越 流 壁 部 分 を 上 面 か ら 見 た 状
態 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ ａ ） は 落 と し 口 を 越 流 壁 直 前 に お い て 遡 上 路 の 左 側 に 配 置 す る
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場 合 を 示 し 、 （ ｂ ） は 落 と し 口 を 越 流 壁 直 前 に お い て 遡 上 路 の 右 側 に 配 置 す る 場 合 を 示 す
。
【 図 ５ 】 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 落 と し 口 と 誘 導 管 と の 接 続 部
分 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 の 水 位 調 整 手 段 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を 魚 道 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を 魚 道 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 平
面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を プ ー ル 部 部 分 で 切 断 し た 状 態
を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を ダ ム 用 魚 道 に 対 し て 魚 類
等 の 遡 上 対 策 用 と し て 適 用 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に 係 る 魚 道 出 口 装 置 を ダ ム 用 魚 道 に 対 し て 魚 類
等 の 降 下 対 策 用 と し て 適 用 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 １ ０ ： 水 路 形 成 部 、 １ １ ： 上 流 部 、 １ ２ ： 下 流 部
　 ２ １ ： 揚 水 管 （ 揚 水 手 段 ） 、 ２ ２ ： バ ル ブ （ 揚 水 手 段 ）
　 ２ ５ ： 余 水 管 （ 揚 水 手 段 ） 、 ２ ６ ： バ ル ブ （ 揚 水 手 段 ）
　 ３ １ ： 排 水 管 （ 水 位 調 整 手 段 ） 、 ４ １ ： 整 流 板 （ 整 流 手 段 ）
　 ５ ０ ： 越 流 壁 、 ５ １ ： 切 欠 き 部 、 ６ ０ ： 落 と し 口 、 ７ １ ： 誘 導 管 （ 誘 導 流 路 ）
　 １ ３ ０ ： 流 量 調 節 排 水 管 （ 水 位 調 節 手 段 ） 、 １ ３ １ ： 雄 筒 部
　 １ ３ ２ ： 上 側 雌 筒 部 、 １ ３ ３ ： 下 側 雌 筒 部
　 １ ５ ０ ： 越 流 壁 、 １ ６ ０ ： 落 と し 口 、 １ ６ １ ： 返 し 部
　 ２ １ ０ ： 水 路 形 成 部 、 ２ １ ２ ： 下 流 部 、 ３ ２ ０ ： 揚 水 管 （ 揚 水 手 段 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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